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開 会 

○議長（美野勝男君）    皆様、おはようございます。 

  早朝よりご苦労さまでございます。 

  規定の定足数に達しておりますので、ただいまから平成２１年第１回紀美野町議会定

例会を開会します。 

  なお、新谷榮治議員より少し遅れることと、中谷一監査委員より欠席届が出されてい

ますので、報告いたします。 

（午前 ９時００分） 

―――――――――――――――――― 

○議長（美野勝男君）    これから本日の会議を開きます。 

  本日の日程はお手元に配付のとおりです。 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（美野勝男君）    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定によって、２番、小椋孝一

君、３番、北道勝彦君を指名します。 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（美野勝男君）    日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

  議会運営委員長から審査結果の報告を願います。 

  議会運営委員長、加納国孝君。 

（１１番 加納国孝君 登壇） 

○１１番（加納国孝君）    議会運営委員長報告。 

  去る２月２６日、議会運営委員会を開催しましたので、その結果についてご報告いた

します。 

  会期は、本日から２３日までの１８日間とし、再開日は１１日、１３日、１７日及び

２３日と決定しました。 

  議事日程につきましては、配付しております議事予定日程表のとおりであります。 

  なお、平成２１年度一般会計予算の説明及び質疑を歳入については全般、歳出につい

ては２款ずつ分割して行うことにいたします。 

  次に、一般質問の通告は３月９日、月曜日の午後３時までといたします。 

  次に、総務文教常任委員会を３月９日午前９時３０分から、産業建設常任委員会を３
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月９日午後１時３０分から開催したいと思います。 

  次に、全員協議会を３月６日に、本会議終了後、開催したいと思います。 

  なお、議事の進行上、日程を順次繰り延べる場合もありますので、よろしくお願いし

ます。 

  以上で、報告を終わります。 

（１１番 加納国孝君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    お諮りします。 

  本定例会の会期は、ただいま報告のとおり本日から３月２３日までの１８日間とした

いと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会の会期は本日から３月２３日までの１８日間と決定しました。 

◎日程第 ３ 諸般の報告について 

○議長（美野勝男君）    日程第３、諸般の報告を行います。 

  監査委員から、例月出納検査結果及び事務執行に係る監査結果に関する報告が提出さ

れております。お手元に配布のとおりであります。ご承諾願います。 

  本定例会に提出された案件は、お手元に配付のとおりです。 

  追加報告をいたします。 

  新谷榮治議員より１日欠席という報告が届いております。  

  この際、町長から行政報告の申し出がありましたので、これを許します。 

  町長、寺本君。 

（町長 寺本光嘉君 登壇） 

○町長（寺本光嘉君）    皆さん、おはようございます。 

  開会に当たりまして、一言ごあいさつ並びにその後の行政報告を申し上げます。 

  本日、平成２１年紀美野町議会第１回定例会を招集いたしましたところ、議員各位を

初め関係の皆様方には、何かとご多忙の中ご出席を賜り、まことにありがとうございま

す。 

  去る２月１５日に開催されました第８回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会に

おいて、我が紀美野町チームは第５位に入賞いたしました。過去最高の立派な成績であ
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り、選手の栄誉をたたえるとともに、熱心にご指導をいただいた監督を初め、多くの関

係の皆様方に心から感謝申し上げたいと思います。 

  さて、明日３月７日はスポーツ公園の竣工式を予定いたしております。本事業は平成

１９年度及び平成２０年度の継続事業であり、議員の皆様方の温かいご理解とご支援、

そして利用者並びに地元希望ケ丘地区の住民のご協力をいただき、進めてまいりました

が、このほどすべての工事が完成し、いよいよ竣工式を迎える運びとなりました。 

  野球場及び陸上競技場を備えたスポーツ広場、またサッカー場、ホッケー場として利

用できる人工芝多目的グラウンド、さらに管理棟や遊歩道などが完成し、既に整備済の

テニスコート、体育館をあわせて総合的に充実したスポーツ公園として生まれ変わりま

した。 

  また、多目的人工芝グラウンドは、平成２７年に和歌山県で開催されます第７０回国

民体育大会におけるホッケー競技のメイン会場に内定をいたしております。 

  今後は、この施設が子どもたちを初めスポーツを愛する町民の皆様方の健康づくり、

コミュニティづくりに大いに活用されることと期待しております。 

  次に、テレビデジタル化対策につきましては、電波の混信検討を続けてまいりました

が、このほど電波管理局の許可及び補助事業の内示をいただいたところであります。現

在交付金の申請中であり、交付決定をいただければ、施工業者と仮契約を締結、今期定

例会へ上程したいと考えております。 

  また、何かとご心配をおかけいたしております旧野上区域のごみ処理の件でございま

すが、海南市のご理解をいただき、新年度より海南市でお引き受けをいただくことにな

りました。利便性はもとより、費用面におきましても負担が少なくなり、ありがたく感

謝するとともに、ご報告申し上げます。 

  さて、昨年秋、アメリカに端を発しました世界的な金融不安が我が国にも及び、１０

０年に一度といわれる大不況を引き起こし、日本経済は深刻なものとなっております。 

  国において第２次補正予算による総合経済対策が発表され、当町におきましても検討

に検討を重ね、地域活性化・生活対策に資する事業並びに雇用対策に資する事業に係る

所要額を、本定例会に上程いたしました平成２０年度一般会計補正予算並びに平成２１

年度一般会計予算に盛り込んでおります。 

  主な事業を申し上げますと、消防本部に配置いたします高規格救急自動車購入及び救

助資機材積載車購入事業、テレビ地上デジタル化に係る低所得者向け対策として、１世
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帯当たり１万円の紀美野商品券を支給、農作物鳥獣害対策強化事業、町内保育所の耐震

診断事業、若者定住促進事業として、きみの婚活支援事業、野上地区ごみ処理場閉鎖に

伴う跡地整備事業、大不況により利用客が相当落ち込んでいるかじか荘への財政支援事

業、定額給付金及び子育て応援特別手当金給付事業などが、平成２０年度一般会計補正

予算に盛り込んだ主な事業であります。 

  次に、新年度事業といたしまして、過去３年間、将来を見通したまちづくりの基礎づ

くりを今日まで行ってまいりましたが、これをさらに進め、町民の皆さん方が安心して

住めるまちづくり、また活力あるまちづくりの実現に向けて積極的に取り組んでまいり

ます。 

  長年の懸案でございました第一保育所の建設にいよいよ着工し、保育所の環境整備を

図ってまいります。 

  次に、妊婦健診の無料化を現行の２回から１４回まで拡充いたします。 

  また、生石高原のトイレバリアフリー化事業、美里区域のごみ処理場整備測量設計事

業、また昨年度に続き、借入金の公的資金補償金免除繰上償還も行います。さらに農業

政策並びに環境政策等も強化を図ってまいります。 

  次に雇用創出事業として、耕作放棄地対策事業、不法投棄ごみ撤収事業、貴志川環境

保全事業、道路環境保全事業、生石山高原ススキ草原保全事業、里山環境保全事業、高

齢者ふれあいハウス事業、田舎暮らし支援事業、県立自然公園ツアーガイド事業など、

積極的に雇用対策事業を実施してまいります。 

  さて、今期定例会に上程いたしました議案は、第１号から第４４号までの４４件であ

ります。 

  平成２０年度紀美野町一般会計補正予算（第６号）の専決処分の承認を求める案件、

紀美野町介護従事者処遇改善臨時特例基金条例の制定に関する案件、条例の一部を改正

する案件が８件。辺地総合整備計画の変更についての案件、紀美野町道路線の認定及び

廃止についての案件。工事請負契約の変更についての案件、教育委員の任命及び公平委

員の選任同意をいただく案件が２件、固定資産評価審査委員会委員の選任同意をいただ

く案件が３件、人権擁護委員の推薦についての案件が４件、平成２０年度紀美野町一般

会計及び特別会計補正予算に関する案件が１０件、平成２１年度紀美野町一般会計及び

特別会計予算に関する案件が１１件であります。 

  後ほど担当課長より詳しくご説明申し上げますので、十分ご審議の上、原案どおりご
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可決をいただきますようお願い申し上げまして、ごあいさつと行政報告とさせていただ

きます。 

  ありがとうございました。 

（町長 寺本光嘉君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    これで行政報告は終わりました。 

  次に、過日、総務文教・産業建設両常任委員会が県外の所管事務調査を行っています

ので、委員長から調査結果について報告願います。 

  総務文教常任委員長、伊都堅仁君。 

（８番 伊都堅仁君 登壇） 

○８番（伊都堅仁君）    総務文教常任委員長報告。 

  去る１月２２日に総務文教常任委員会県外所管事務調査を実施いたしましたので、報

告いたします。 

  研修先については秋田県鹿角郡小坂町で人口６,３００人の小さな町がバイオマスタ

ウン構想を掲げ、独自の資源環境型社会を目指している。背景や実態を調査研究してき

ました。 

  小坂町の面積は１７８平方キロで、古くから鉱山の町で、金銀胴、鉛、亜鉛などを産

出し、精錬場も備えていたが、オイルショック、円高ドル安などの影響で１９９０年、

鉱山は閉山、精錬場は輸入鉱を主体に稼働を続けている。最近はその精錬技術を活用し、

金属のリサイクル、いわゆる廃触媒や廃プラント基盤などからレアメタルなどの稀少金

属を回収する新事業を行っている。 

  バイオマスタウン構想は「土に還るものは土に返し、土に還らないものは他の方法で

再資源化する」という、これからの廃棄物行政の基本的な考えにのったもので、具体的

には、１.生ごみの堆肥化、２.遊休地を活用した菜の花栽培、その２つを政策として行

っている。堆肥は完熟堆肥、あるいは活性水として商品化され、菜の花についても一方

では景観植物として観光の目玉にし、また、菜種油として製品化して販売している。 

  ほかにも農業の多角化や特徴のある特産物の開発に取り組んでいて、徐々に成果が上

がりつつある。 

  例えばぶどう栽培とワインの開発や、原生のアカシアを活用したアカシアはちみつ、

キャベツ栽培とキャベツラーメンなどがある。ある程度の試行錯誤を繰り返しながら、

よいものは残っていくものと思います。 
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  当町として参考にすべきことは多々あると思います。新しいことにチャレンジするの

は町民の力が必要だけども、その成功したり失敗したり、試行錯誤するのを町がいかに

正しい方向を見据えながら支援していくかにかかっていると思う。 

  次に、青森県南部町でバーデパークの研修についての報告をします。 

  青森県南部町バーデパークは、財団法人南部町健康増進公社が運営する総合的なヘル

シーゾーンです。平成４年に事業費２３億２,８７９万４,０００円を費やして完成した、

床面積が４,２１９平方メートル、温泉を活用した住民の健康増進や疾病予防を目指し

ており、かぶり湯やうたせ湯、気泡浴などができるバーデゾーン、運動浴プールや歩行

浴プールを備えたスポーツゾーン、ウォータースライダーなどがあるレジャーゾーン、

温泉浴が楽しめるスパゾーン、相談室やトレーニングコーナーがあるカウンセリング＆

トレーニングゾーンのほかにカフェテリアやショップなども設置されています。 

また、温泉利用指導者、健康運動指導士、保健師などの有資格者が常駐し、地元の温

泉療養専門医とも提携して温泉利用型健康増進施設として厚生大臣の認定も受けていま

す。 

  こうしたハードやソフトを活用して水中運動教室、流水健康教室、エアロビクス教室、

女性や小学生対象の水泳教室、水中でのエアロビクス教室、水中ウォーキング教室や温

泉健康法講座などのセミナーや運動指導や介護予防事業も展開しています。 

  隣接する関連施設としては、事業費、５億１,９４６万４,０００円をかけて平成９年

に完成した、建築延べ面積１,６６１平方メートルの宿泊施設「アヴァンセふくち」や

平成５年に事業費５億２,２６３万５,０００円を費やして完成した、建設面積２,６８

５平方メートルの屋内スケート場「ふくちアイスアリーナ」、そして事業費６,７４７

万１,０００円で床面積７５８平方メートル、２５メートルが６コースある屋外プール

などがあります。 

  平成１９年度のバーデパークふくちの年間利用者は２２万４,０２６人で、前年より

１万３,９９３人の減で、平成１４年の２６万２,８３８人をピークに減少傾向が続いて

います。入館者の伸び悩みを反映して、収支状況も平成１９年度決算では、バーデパー

ク全体で８３７万６,８３１円の赤字決算となっており、平成２０年度には約３,０００

万円程度の赤字の見込みということでありました。 

  県内の平均値を１とした場合の国保の医療給付は０.９４で、青森県内の４０の市町

村で３４位の低さということでした。特定健診の受診率も４０.２％とそう低くはなく、
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バーデパークの利用で腹囲が１０センチメートル改善したという例もあり、メタボ予防

をバーデパークでという取り組みが進められており、医療費の抑制に貢献できる事業を

引き続き推進していきたいということでした。 

  ただ、介護保険の給付は伸び続けているということで、県内平均を上回っているとい

うことで、特に脳卒中の要介護状態になる人が多いということでした。さらに、原因は

わからないけども、自殺者が、これはバーデパークと関係ないんですけども、自殺者の

数が県内で一番高いということで、メンタルな課題も克服が必要ということでした。 

  南部町は「すこやか南部２１」という健康増進計画に町を挙げて取り組んでおり、そ

うした姿勢には学ぶべきことが多いと考えます。 

  以上で総務文教常任委員会の報告を終わります。 

（８番 伊都堅仁君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    産業建設常任委員長、松尾鉱紀君。 

（１２番 松尾鉱紀君 登壇） 

○１２番（松尾鉱紀君）    おはようございます。 

  産業建設常任委員長報告をいたします。 

  去る１月２２日、県外所管事務調査を報告いたします。 

  青森県三戸郡南部町において実施してきましたので報告いたします。 

  南部町は平成１８年１月１日に、名川町、南部町、福地村が合併して南部町が誕生し

ています。町の面積は１５３.２１平方キロで、水田野菜、果樹栽培が盛んな土地で、

人口は２万１,６１１人であります。作物にはリンゴが１,０５０ヘクタールと一番多く、

次いで水田の７６４ヘクタールでありました。農業生産額ではリンゴは４４億５,００

０万円と全体の５割弱で、基幹作物となっています。 

  今回は南部町営地方卸売市場で研修を行いました。町営で認可の受けた卸売市場は全

国になく、施設としては約１万７,８００平方メートルで、うち建物は約４,６６０平方

メートルの大きな施設で、平成３年には１２億円の投資をして、卸売場を広げてきまし

た。町長をトップに職員数は１３名、臨時を含め２４名で運営をしていた。運営の委員

会には議会、買い受け人、生産者、学識者の１９名の運営構成員で審議しているとの説

明でした。 

  業務は朝５時に開設し、７時からせりが始まり、２～３時間で終わり、午後からは農

家を訪問し、促進を行っているとのことです。 
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  リンゴの１日の取扱量は１万８,０００箱で買い受け人は５０名だそうです。この地

方卸売市場の特徴は、生産物の大きさや量の規格がなく、市場に出荷された品物は、き

ずものや少量であってもせりにかけ、販売をすることでした。農協との違いは、販売を

した翌日に出荷者の口座に振り込まれることであり、この町営卸売市場は生産者の立場

に立った出荷形態を取って、せりも町の職員が卸売業者となって買い受け人に完売して

いることなどから、農家にとっては生産や出荷の意欲となり、農家から信頼度が高くな

る要因であると感じた点でした。 

  予算は特別会計として計上しており、平成１９年度の場合、販売額は２９億円、手数

料は販売額の７％で、農家からいただく額、２億円、使用料６００万円、繰入額３,３

００万円、繰越額１,１００万円、雑入で２００万円、計３１億６,０００万円で、支払

いは農家に２９億円、管理費、１億７,０００万円、うち１億円は人件費、公債費は５,

０００万円を償還し、平成２７年には完済するので町からの繰入はなくなるとのことで

した。平成２０年度に３,０００万円を繰越しているとのことでした。 

  本町の生産物であるみかんや柿、梅、山椒等農家の生産意欲を活性化するには市場や

出荷形態も研鑽し、出荷農家の信頼度を高めることが町農業への取り組みに必要がある

と感じました。 

  以上で産業建設常任委員長報告を終わります。 

（１２番 松尾鉱紀君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    次に、一般質問の通告は３月９日、月曜日午後３時までに

提出願います。 

  今期定例会までに受理した請願及び陳情は、お手元に配布のとおりであります。 

  陳情第３号は、総務文教常任委員会へ付託しましたので、報告します。 

  これで諸般の報告を終わります。 

◎日程第４ 議案第１号 平成２０年度紀美野町一般会計補正予算（第６号）の専決処分 

            の承認を求めることについて 

○議長（美野勝男君）    日程第４、議案第１号、平成２０年度紀美野町一般会計補

正予算（第６号）の専決処分の承認を求める件についてを議題とします。 

  説明を願います。 

  総務課長、岡君。 

（総務課長 岡 省三君 登壇） 
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○総務課長（岡 省三君）    それでは、私の方から、議案第１号についてご説明さ

せていただきます。 

  専決処分の承認を求めることについて。 

  平成２０年度紀美野町一般会計補正予算（第６号）について、地方自治法第１７９条

第１項の規定により次のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、承

認を求める。 

                  平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  定額給付事業等を含む国の予算が平成２１年１月２７日に通過いたしました。年度末

支給に向けて早急に給付体制を整えることが急務となりましたので、事務を進めるため

の予算措置をいたしました。議会を招集する暇がないということで、専決処分をさせて

いただいた次第でございます。この専決処分につきましては、２月１６日にさせていた

だいております。 

  それでは、３ページをご覧いただきたいと思います。 

  平成２０年度紀美野町一般会計補正予算（第６号） 

  平成２０年度紀美野町の一般会計補正予算（第６号）は次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７０９万３,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７７億１,８０９万８,０００円とす

る。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２１年２月１６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、予算内容についてご説明させていただきます。 

  ８ページをご覧いただきたいと思います。 

  歳入の方なんですが、国庫支出金の国庫補助金で総務費国庫補助金でございます。こ

れを７００万円増額いたしまして、１億４,３７４万円となります。これは定額給付金

給付事務費の補助金でございます。 

  それから、民生費国庫補助金ですが、６万円を増額しまして７５１万２,０００円と

なります。これは子育て応援特別手当事務取扱交付金でございます。 

  １８款の繰入金でございますが、基金からの繰入でございます。財政調整基金の繰入
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金を３万３,０００円増額いたしまして、１億７,１５１万２,０００円となります。 

  それから財政調整基金、３万３,０００円の繰入金でございます。 

  歳出の方のご説明を申し上げます。 

  総務費でございまして、総務費の総務管理費でございます。これに目の設定をいたし

まして、１４目で定額給付金の給付費でございまして、７０３万３,０００円を補正い

たします。内容としましては、職員手当で１８２万４,０００円、賃金で６６万円、需

用費で６５万５,０００円、役務費で２０９万２,０００円、委託料で９８万９,０００

円です。使用料及び賃借料で３,０００円としております。 

  それから、子育て応援特別手当でございますが、民生費の児童福祉費で８目を創設し

まして６万円を置いております。内容としましては、職員手当で４万６,０００円、需

用費で１万円、委託料で４,０００円となっております。 

  以上、専決処分をさせていただいておりますが、ご承認を賜りますようよろしくお願

いいたしまして、説明とさせていただきます。 

（総務課長 岡 省三君 降壇） 

◎日程第５ 議案第２号 紀美野町介護従事者処遇改善臨時特例基金条例の制定について 

○議長（美野勝男君）    日程第５、議案第２号、紀美野町介護従事者処遇改善臨時

特例基金条例の制定についてを議題とします。 

  説明を願います。 

  保健福祉課長、井上君。 

（保健福祉課長 井上 章君 登壇） 

○保健福祉課長（井上 章君）    それでは、議案書の１１ページをお開きください。 

  議案第２号 紀美野町介護従事者処遇改善臨時特例基金条例の制定について 

  紀美野町介護従事者処遇改善臨時特例基金条例を次のとおり制定したいので、地方自

治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。 

  介護従事者の処遇改善を図るため行われる平成２１年度介護報酬改定等に伴うもので

ございます。 

  １２ページをご覧ください。 

  紀美野町介護従事者処遇改善臨時特例基金条例ということで、この条例についてご説
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明申し上げます。 

  平成２１年４月施行の介護報酬の改定は、介護従事者の処遇改善を図るために行われ

たところでございます。この改定に伴い、介護保険料の急激な上昇を抑制するため、国

が上昇分の半額を介護従事者処遇改善臨時特例交付金として町に交付されることになっ

ています。この交付金の受け皿として、紀美野町介護従事者処遇改善臨時特例基金を設

置するものでございます。 

  基金の管理、運用益の処理、繰替運用、処分、あるいは委任については、基金条例の

３条から７条にそれぞれ規定をしています。 

  次の１３ページをご覧ください。 

  附則につきましては、施行期日等平成２４年３月３１日に効力を失う規定であります。 

  以上で説明を終わらせていただきます。 

  どうかよろしくお願いをいたします。 

（保健福祉課長 井上 章君 降壇） 

◎日程第６ 議案第３号 紀美野町税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例に 

            ついて 

○議長（美野勝男君）    日程第６、議案第３号、紀美野町税条例の一部を改正する

条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

  説明を願います。 

  税務課長、山本君。 

（税務課長 山本倉造君 登壇） 

○税務課長（山本倉造君）    おはようございます。 

  議案第３号 紀美野町税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例について 

  紀美野町税条例の一部を改正する条例（平成２０年条例第１５条）の一部を次のとお

り改正したいので、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

 平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由は、年金から個人住民税を特別徴収するための年金特徴電子システムの導入

に伴うものでございます。 

  紀美野町税条例の一部を改正する条例の一部を次のように改正する。 

  第４７条を改め、同条の次に５条を加える改正規定のうち、第４７条の２第２項にか

かる部分中「徴収する」を「徴収することができる」に改める。 
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   附則 

  この条例は公布の日から施行する。   

  この改正は年金からの特別徴収が今年の１０月から開始されることで、前年（平成２

０年）に改正をお願いしたところでございますが、特別徴収システムの都合上、年金以

外の所得についての住民税を合わせて特別徴収するというふうなことがシステム上でき

ないということになりました。そのため、徴収するというところを徴収することができ

るというふうに改正いたしまして、結果的に年金にかかる住民税だけの徴収になるとい

うことでございます。 

  以上でございます。よろしくお願いします。 

（税務課長 山本倉造君 降壇） 

◎日程第７ 議案第４号 紀美野町立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師設置条例 

            の一部を改正する条例について 

○議長（美野勝男君）    日程第７、議案第４号、紀美野町立学校の学校医、学校歯

科医及び学校薬剤師設置条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

  説明を願います。 

  総務学事課長、森君。 

（総務学事課長 森  勲君 登壇） 

○総務学事課長（森  勲君）    １７ページをお願いいたします。 

  議案第４号 紀美野町立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師設置条例の一部を

改正する条例について 

  紀美野町立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師設置条例の一部を次のとおり改

正したいので、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

 平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。 

  職域健診事後指導の報酬を定めるものでございます。 

  紀美野町立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師設置条例の一部を改正する条例 

  紀美野町立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師設置条例の一部を次のように改

正する。 

  別表を改正いたします。 

  別表の中身ですけども、一番下側にあります職域健診事後指導を追加するものでござ
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います。職域健診で出向料は１万１,０００円、検診料で１人当たり４００円を追加す

るものでございます。これは学校教職員の健診後の事後指導をしていただくものでござ

います。 

   附則 

  この条例は平成２１年４月１日から施行する。 

  以上でございます。どうぞよろしくお願いします。 

（総務学事課長 森  勲君 降壇） 

◎日程第８ 議案第５号 紀美野町スポーツ公園条例の一部を改正する条例について 

○議長（美野勝男君）    日程第８、議案第５号、紀美野町スポーツ公園条例の一部

を改正する条例についてを議題とします。 

  説明を願います。 

  生涯学習課長、新家君。 

（生涯学習課長 新家貞一君 登壇） 

○生涯学習課長（新家貞一君）    １９ページをお願いいたします。 

  議案第５号 紀美野町スポーツ公園条例の一部を改正する条例について 

  紀美野町スポーツ公園条例の一部を改正する条例を次のとおり改正したいので、地方

自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

 平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。 

  紀美野町スポーツ公園条例の整備を行うものであります。 

  本年２月末日で紀美野町総合運動場リニューアル事業がすべて完了いたし、スポーツ

施設の拠点及び町民の憩いの場として新たに紀美野町スポーツ公園に生まれかわります。 

  次の２０ページをお願いいたします。 

  紀美野町スポーツ公園条例の一部を改正する条例 

  紀美野町スポーツ公園条例の一部を次のように改正する。 

  第１条を次のように改める。 

  （設置） 

  第１条 スポーツの振興と町民相互の親睦を図り、心身の健全な発達に寄与するため

スポーツ公園を設置する。 

   第２条を次のように改める。 
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（名称、位置） 

第２条 スポーツ公園の名称及び位置は、次のとおりとする。 

 名称、紀美野町スポーツ公園、位置、紀美野町動木５１８番地 

第５条を次のように改める。 

（休園日） 

第５条 スポーツ公園の休園日は次のとおりとする。 

（１）火曜日 

（２）１２月２９日から翌年１月３日まで。 

２ 教育委員会は、前項に規定する休園日のほか、スポーツ公園の管理上必要がある

ときは臨時に休園日を定め、又は休園日に開園することができる。 

第６条中「午後９時３０分」の次に「（体育館は午後１０時）」を加える。 

第８条中「施設等を利用しようとする者は、」の次に「利用責任者を定め、」を加え

る。 

別表第１及び別表第２を次のように改める。 

次のページ、２１ページをお願いします。 

別表第１（第１３条関係）で、紀美野町スポーツ公園使用料１時間当たりの金額でご

ざいます。 

種別、多目的運動広場につきましては、専用使用で一般が８００円、高校生以下は４

００円、個人使用の場合は一般１人２００円、高校生以下は１人１００円、陸上競技用

具は１回５００円、本部席は３００円。 

多目的人工芝グランド、一般、全面が１,４００円、半面が７００円、高校生以下は

全面が７００円、半面が３５０円。 

テニスコート、１面が５００円、２面が１,０００円。 

管理棟（クラブハウス内）会議室、１回５００円。 

体育館、一般が全面で１,０００円、半面で５００円、高校生以下は全面で５００円、

半面で２５０円。 

次に、別表第２、夜間照明設備使用料、１時間当たりでございます。 

多目的運動広場、全面、１,６００円、半面で８００円。 

多目的人工芝グランド、全面が１,０００円、半面で５００円。 

テニスコート、１面で３００円、２面で５００円。 
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附則、この条例は平成２１年４月１日から施行する。 

２、紀美野町野上勤労者体育センター条例は廃止する。 

経過措置として、３、この条例の施行の日の前日までに、紀美野町総合運動場条例及

び紀美野町野上勤労者体育センター条例の規定によりなされた処分、手続その他の行為

は、この条例の相当規定によりなされたものとみなす。 

以上、原案どおりご可決賜りますようよろしくお願いいたします。 

（生涯学習課長 新家貞一君 降壇） 

◎日程第９ 議案第６号 紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

○議長（美野勝男君）    日程第９、議案第６号、紀美野町国民健康保険税条例の一

部を改正する条例についてを議題とします。 

  説明を願います。 

  税務課長、山本君。 

（税務課長 山本倉造君 登壇） 

○税務課長（山本倉造君）    議案第６号、紀美野町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例について 

紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部を次のとおり改正したいの

で、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

 平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由、紀美野町国民健康保険税の税額等を改正するものでございます。 

  まず、簡単に今回の改正に至った国民健康保険特別会計の状況について、ご説明を申

し上げます。 

  国保特別会計につきまして、平成２０年度決算見込み及び平成２１年度の支出収入に

ついて見込みを行ったところ、平成２１年度で約７,８００万円の収入不足が見込まれ

ました。 

  また、合併後の決算等の状況によりますと、国保財政調整基金年度末残と翌年度繰越

額の合計額、これは国保の自己資金といいますか、貯金みたいなものだと思いますが、

合併時に平成１７年度末で３億２６６万円ありましたが、平成１９年度末では１億６,

４７４万５,０００円と、２年間で約１億３,７９１万５,０００円減少し、平成２０年

度末の見込みでは７,７００万円程度と、さらに約８,７００万円少なくなることが見込

まれています。この間の基金残高は平成１７年度末で２億４４８万５,０００円、平成
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１９年度末で１億５,０１９万円になり、平成２０年度末では６,３００万円になると見

込まれています。 

  このように合併以来、各年度の収入不足額を基金の取り崩し等、国保の自己資金によ

り対処してきたところでございますが、平成２１年度及び平成２２年度以降のことを考

えた場合、基金の取り崩し等では対処できなくなることが見込まれています。 

  このため、被保険者の皆様にも応分のご負担をお願いすることといたしました。 

  平成２１年度につきましては約７,８００万円の収入不足見込額を、基金の取り崩し

により３,０００万円、一般会計よりの繰入額の増により、残額約２,４００万円を国保

税により賄うことといたしました。 

  次に、国保税の算定方法について、簡単にご説明いたします。 

  国保税は医療費等に充てるための基礎課税額、後期高齢者支援金の納付に充てるため

の後期高齢者支援金等課税額及び介護納付金の納付に充てるための介護納付金課税額、

３種類の課税額の合計を国民健康保険税として世帯主に対して課税させていただいてい

ます。 

  また、各課税総額は医療費等や後期高齢者支援金、介護納付金等のおのおの支払いに

必要な額からおのおのの国等の負担金や補助金を差し引いた額とされています。 

  また、各課税額は所得割、資産割、被保険者均等割、世帯別平等割の合計額であり、

おのおの課税総額に占める標準的な構成割合が地方税法で定められ、順に４０％、１

０％、３５％、１５％となっています。 

  今回の改正に当たりましては、必要額をおのおの見直しし、負担割合、構成割合につ

いても見直しをいたしました。 

  条例を説明いたします。 

  紀美野町税国民健康保険税条例の一部を次のように改正する。 

  数字が並んでいますので、大まかなところだけ説明させていただきます。 

  第３条第１項中、これは基礎課税に当たる部分でございますが、「１００分４.５」

を「１００分の４.７」に改める、これは所得割の改正であります。 

  第４条中「１００分の５１」を「１００分の４９」に改める、これは資産割の部分で

す。 

  第５条「１万９,０００円」を「２万１,３００」円に改める。次に「２万１,０００

円」を「１万８,０００円」に改め、同条第２号中「１万５００円」を「９,０００円」
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に改める。今のは平等割、世帯割についてでございます。 

  第６条から第７条につきましては、後期医療の支援金についての部分でございます。

「１００分の１.２」を「１００分の１.６」に改める。これは所得割の部分でございま

す。次に「２,２００円」を「６,１００円」に改める。これは均等割でございます。

「２,４００円」を「５,０００円」に改め、「１,２００円」を「２,５００円」に改め

る。これは平等割についてでございます。 

  第８条から第９条までは介護納付金に関する部分でございますが、「１００分の０.

８」を「１００分の１.１」に、これは所得割でございます。「４,２００円」を「５,

２００円」に、均等割でございます。「４,９２０円」を「４,３００円」に、これは平

等割についてでございます。 

  以下、７割・５割・２割の軽減についての軽減額の規定でございますので、ご覧にな

っていただきたいと思います。 

  次に、附則でございます。 

  施行期日、１、この条例は平成２１年４月１日から施行する。 

  適用区分、２、 改正後の紀美野町国民健康保険税条例の規定は、平成２１年度以降

の年度分の国民健康保険税について適用し、平成２０年度分までの国民健康保険税につ

いては、なお従前の例によるとしてございます。 

以上でございます。よろしくお願いします。 

（税務課長 山本倉造君 降壇） 

◎日程第１０ 議案第７号 紀美野町介護保険条例の一部を改正する条例について 

○議長（美野勝男君）    日程第１０、議案第７号、紀美野町介護保険条例の一部を

改正する条例についてを議題とします。 

  説明を願います。 

  保健福祉課長、井上君。 

（保健福祉課長 井上 章君 登壇） 

○保健福祉課長（井上 章君）    議案書の２７ページをお願いします。 

  議案第７号 紀美野町介護保険条例の一部を改正する条例について 

  紀美野町介護保険条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第１

項の規定により、議会の議決を求める。 

   平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 
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  提案理由でございます。 

  平成２１年度から平成２３年度までの介護保険料率を定めるとともに、介護保険法等

の改正に伴うものでございます。 

  この条例の改正につきましては、３年ごとに介護保険料の見直しを行うことと、それ

から介護報酬改定に伴う上昇分を抑制するため、３年間で段階的に引き上げること、そ

れから６段階であった保険料段階を８段階に変更するものでございます。 

  ２８ページをお願いします。 

  紀美野町介護保険条例の一部を改正する条例ということで、各条文の内容でございま

す。 

第４条につきましては、保険料に関する第１号被保険者の区分と額を定めるものでご

ざいます。第１号から第４号までの区分の変更はございません。第５号は市町村民税課

税者で合計所得金額が１１０万円未満であり、前各号に該当しないものと、要介護者で、

この区分の額を適用されたならば、保護を必要としない状態となるものでございます。 

第６号は市町村民税課税者で合計所得金額が２００万円未満であり、前各号に該当し

ないものと、要保護者でこの区分の額を適用されたならば保護を必要としない状態とな

るものでございます。 

第７号につきましては、市町村民課税者で合計所得金額が２００万円以上の者として

います。 

金額につきましては第１号は３万６００円、第２号も同じく３万６００円、第３号は

４万５,９００円、第４号は６万１,２００円、第５号は６万８,１００円、第６号は７

万６,５００円、第７号は９万１,８００円となります。 

２９ページをお願いします。 

附則につきましては、第１条は施行期日の規定であります。 

第２条は４号の特例規定であり、市町村民税本人非課税者で公的年金等の収入金額及

び合計所得金額が８０万円以下の者の保険料率を５万６,３００円と定めるものであり

ます。 

第３条は、平成２１年度の保険料率を定めるものです。 

第４条は、平成２２年度の保険料率を定めるものでございます。 

以上、ご説明とさせていただきます。どうかよろしくお願いいたします。 

（保健福祉課長 井上 章君 降壇） 
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◎日程第１１ 議案第８号 紀美野町建設残土処理場条例の一部を改正する条例について 

○議長（美野勝男君）    日程第１１、議案第８号、紀美野町建設残土処理場条例の

一部を改正する条例についてを議題とします。 

  説明を願います。 

  建設課長、山本君。 

（建設課長 山本広幸君 登壇） 

○建設課長（山本広幸君）    議案書の３１ページをお願いします。 

  議案第８号、紀美野町建設残土処理場条例の一部を改正する条例について 

  紀美野町建設残土処理場条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６

条第１号第１項の規定により議会の議決を求める。 

平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由、残度処理場の運営時間を変更するものである。 

  この改正につきましては、紀美野町は面積が広く、現場から処理場まで３０分以上の

運搬時間がかかる場合もあり、４時３０分に閉鎖すれば大変作業の効率が悪いとの苦情

も多く、また、建設業協会からの時間延長の要望も提出されましたので、調査検討した

結果、夏場の時期等も考慮しまして、今回５時までの営業時間の変更をお願いするもの

でございます。 

  ３２ページをお願いします。 

  紀美野町建設残土処理場条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町建設残土処理場条例の一部を次のように改正する。 

  第７条中「午後４時３０分」を「午後５時」に改める。 

  附則、この条例は平成２１年４月１日から施行する。 

  以上、簡単でございますがよろしくお願いします。 

（建設課長 山本広幸君 降壇） 

◎日程第１２ 議案第 ９号 紀美野町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する 

              条例について 

◎日程第１３ 議案第１０号 紀美野町給水条例の一部を改正する条例について 

○議長（美野勝男君）    日程第１２、議案第９号、紀美野町水道事業の設置等に関

する条例の一部を改正する条例について及び日程第１３、議案第１０号、紀美野町給水

条例の一部を改正する条例についてを一括議題とします。 
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  説明を願います。 

  水道課長、三宅君。 

（水道課長 三宅敏和君 登壇） 

○水道課長（三宅敏和君）    ３３ページをお開き願います。 

議案第９号 紀美野町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 

紀美野町水道事業の設置等に関する条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自

治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございますが、中田簡易水道の設置等を行うものでございます。 

  中田簡易水道につきましては、昭和３４年８月に国から認可を得て、昭和３５年３月

から給水を開始して以来４８年という長い歳月が経過しているものでございます。 

現在まで、当施設の維持管理につきましては、地元関係者による中田簡易水道組合が

管理主体となって行ってまいりました。本町といたしましては、平成１６年度から地元

要望にお答えをして、次亜塩素酸ナトリウムの補給点検業務並びに水質検査業務を行っ

てきたところでございます。 

しかしながら時代の背景とともに施設の老朽化並びに当地域の高齢化に伴う維持管理

が極めて困難になってきたことから、今後は町の施設として維持管理をお願いしたいと

いう趣旨で、平成１９年５月２８日に関係者全員による陳情書が提出されたものでござ

います。 

  その後、町といたしましては、地元関係者と協議を行うとともに、水道管布設状況及

び浄水場施設の現場状況調査等を行った結果、やむを得ない状況であると判断し、本年

４月１日から中田簡易水道施設として維持管理運営業務全般を行うものでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  紀美野町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町水道事業の設置等に関する条例の一部を次のように改正する。 

別表を次のように改める。 

別表（第２条関係）でございますけれども、先ほど説明させていただきましたとおり、

本年４月１日から町に中田簡易水道施設が移管されますので、区分として河南簡易水道

の次に、中田簡易水道を追加するものでございます。給水区域につきましては、中田の

一部と梅本の一部でございます。給水人口は１１０人、１日最大給水量が１４立米でご
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ざいます。 

それからこの表の中で美里簡易水道の給水区域の欄で、まことに申しわけないのです

けれども、下から２行目に上ケ井が漏れておりましたので、今回記載させていただきま

した。 

附則として、この条例は平成２１年４月１日から施行するものでございます。 

次のページをお願いをいたします。 

議案第１０号 紀美野町給水条例の一部を改正する条例について 

紀美野町給水条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第１項の

規定により議会の議決を求める。 

平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

提案理由でございますが、水道料金等の改定及び中田簡易水道設置等を行うものでご

ざいます。 

ご承知のとおり、野上町美里町合併協議会において、水道事業の取り扱いについては、

平成１６年８月４日に開催されました第８回の野上町美里町合併協議会で、簡易水道の

水道使用料及び口径２５ミリメートル以下の新設加入分担金については、合併後３年間

は旧町それぞれの例によるものとし、その後、統一することと確認され、現在に至って

おります。 

しかしながら、同じ紀美野町民が地域により料金等格差が生じている現状を踏まえる

と、一日も早く統一することが必要でありますので、平成２０年１０月８日に、１６名

の委員で構成する紀美野町水道料金等改定審議会を設置し、簡易水道の水道使用料並び

に口径２５ミリメートル以下の新設加入分担金の統一及び実施時期について諮問を行い

ました。当審議会におきましては３回に及ぶ慎重な審議を重ねられました。その結果、

昨年１２月２４日に当審議会会長から、簡易水道の水道使用料については野上簡易水道

に統一し、実施時期は平成２３年４月１日とする。また、口径２５ミリメートル以下の

新設加入分担金については旧野上町に統一し、実施時期は平成２３年４月１日とする旨

の答申を寺本町長に行われました。 

なお、実施時期につきましては、現在の長引く景気の低迷、少子高齢化及び世界的な

金融危機による日本経済の悪化等、本町を取り巻く厳しい社会情勢を十分配慮すべきと

の認識に立ち、慎重に論議を重ねられた結果、最終的に２年間据え置くことが望ましい

との結論に達したものでございます。 
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本町といたしましては、答申を受けました内容について幅広く慎重に審議を重ねた結

果、当審議会からの答申を真摯に受けとめ、条例を改正するものでございます。 

３６ページをお願いいたします。 

紀美野町給水条例の一部を改正する条例。 

第１条、紀美野町給水条例の一部を次のように改正する。 

別表第１中「谷及び円明寺」を「谷、上ケ井及び円明寺」に改める。 

別表第１につきましては、給水条例第４条の用途区分の中で営農用の給水区域を定め

ているものでございますが、その中でまことに申しわけないのですが、営農用の区域外

として上ケ井の一部が記載漏れでありましたので、今回記載させていただきました。 

次に、別表第２中（２）の表を次のように改める。 

別表第２につきましては、給水条例の２６条の料金でありますが、今回、中田簡易水

道として４月から町施設として管理を行いますので、（１）の河南簡易水道の次に、中

田簡易水道を追加するものでございます。表の内容については変更はございません。 

次に、別表第３中（１）表を次のように改める。 

別表第３につきましては、給水条例第３２条の加入金でありますが、これについても

先ほどの料金と同様、中田簡易水道が４月から町施設として管理を行いますので、

（１）の河南簡易水道の次に、中田簡易水道を追加するものでございます。表の内容に

ついては変更はございません。 

次に、第２条、紀美野町給水条例の一部を次のように改正する。 

この改正は水道料金の改定に伴うものでございます。第４条第２項中第５号を削り、

第６号を第５号とし、第７号を第６号とする。 

第４条第２項中第５号につきましては、用途区分として、美里簡易水道にありました、

臨時用でありますが、今回の水道料金の改定によって野上簡易水道に統一するため、臨

時用が不要となったものでございます。なお、臨時用につきましては、今後は現行のと

おり一般家事用として処理するものでございます。 

次に、別表第２及び別表第３を次のように改める。 

まず、別表第２につきましては、給水条例第２６条の料金でありますが、今回の簡易

水道の改定につきましては、先ほど説明させていただきましたとおり、野上簡易水道に

統一することになりました。したがいまして別表第２（第２６条関係）につきましては、

記載のとおりとするものでございます。 
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次に、別表第３につきましては、給水条例第３２条の新設加入分担金でありますが、

これにつきましても先ほど説明させていただきましたとおり、口径２５ミリメートル以

下の新設加入分担金については旧野上町に統一することになりました。したがいまして、

別表第３第３２条関係につきましても記載のとおりとするものでございます。 

附則として、この条例は平成２１年４月１日から施行し、同年４月使用分の水道料金

から適用する。ただし、第２条の改正規定は平成２３年４月１日から施行し、同年４月

使用分の水道料金から適用するものでございます。 

以上よろしくご審議をいただきまして、原案どおりご可決賜りますようお願いを申し

上げます。 

（水道課長 三宅敏和君 降壇） 

◎日程第１４ 議案第１１号 辺地総合整備計画の変更について 

○議長（美野勝男君）    日程第１４、議案第１１号、辺地総合整備計画の変更につ

いてを議題とします。 

  説明を願います。 

  企画管財課長、牛居君。 

（企画管財課長 牛居秀行君 登壇） 

○企画管財課長（牛居秀行君）    それでは、議案書の３９ページをご覧ください。 

  議案第１１号 辺地総合整備計画の変更について 

  辺地総合整備計画を別案のとおり変更したいので、「辺地に係る公共的施設の総合整

備のための財政上の特別措置等に関する法律」第３条第１項の規定により、議会の議決

を求める。 

平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございますが、辺地総合整備計画の変更を行いたいので、「辺地に係る公

共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律」の規定により提案する

ものでございます。 

  ４０ページをご覧ください。 

  紀美野町三尾川辺地の総合整備計画でございます。 

  ３の公共的施設の整備計画の表に町道鎌滝上ケ井線改良事業を新規に追加するもので

ございます。 

  以上、辺地総合整備計画の変更に係るご説明とさせていただきます。 
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  よろしくお願いを申し上げます。 

（企画管財課長 牛居秀行君 降壇） 

◎日程第１５ 議案第１２号 紀美野町道路線の認定について 

◎日程第１６ 議案第１３号 紀美野町道路線の廃止について 

○議長（美野勝男君）    日程第１５、議案第１２号、紀美野町道路線の認定につい

て及び日程第１６、議案第１３号、紀美野町道路線の廃止についてを一括議題とします。 

  説明を願います。 

  建設課長、山本君。 

（建設課長 山本広幸君 登壇） 

○建設課長（山本広幸君）    ４１ページをお願いします。 

  議案第１２号 紀美野町道路線の認定について 

  道路法第８条第１項の規定により、紀美野町道路線を下記のとおり認定したいので、

同法同条第２項の規定により議会の議決を求める。 

平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  路線番号１１号、紀州サン・リゾートラインは延長６,５７２.９メートルで、起終点

は大角から紀の川市調月の間でございます。この路線は平成１３年度より建設を進めて

きた津川から井堰間、２,５６０メートルが平成２０年３月に完成しましたので、合併

前の紀美野町内の雨山サンリゾート線と旧野上町内の雨山広田線の３路線を今回１路線

に統合するものであります。 

  次に、路線番号１１４号、福田松瀬線は延長６２６.５メートルで、起終点は福田か

ら松瀬の間でございます。この路線は旧美里町内の福田松瀬線と旧野上町内の松瀬福田

線を１路線に統合するものであります。 

  続きまして、路線番号３２３号、上の川吉井原線、延長１,２８３.６メートルで、起

終点は東野から井堰の間でございます。この路線も旧野上町内の上の川線と旧美里町内

の吉井原線を１路線に統合するものであります。 

  ４２ページをお願いします。 

  議案第１３号 紀美野町道路線の廃止について 

  次のとおり紀美野町道路線廃止をすることについて、道路法第１０条第１項の規定に

より議会の議決を求める。 

平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 
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  この路線につきましても、路線番号１３号、紀州サン・リゾートライン、延長２,５

６０.２メートル、路線番号１２号、雨山サンリゾート線、延長１,５７５.９メートル、

路線番号５２５号、雨山広田線、延長２,４３６.８メートルの３路線を廃止して、先ほ

どの紀州サンリゾートラインとして１路線に統合するものであります。 

  次に、路線番号４０７８号、福田松瀬線、延長４０２.５メートル、路線番号１１４

号、松瀬福田線、延長２２４メートルの２路線を廃止して、新しく町道福田松瀬線とし

て１路線に統合するものであります。 

  続きまして、路線番号３２３号、上の川線、延長７５０.２メートル、路線番号５０

５５号、吉井原線、延長５３３.４メートルの２路線を廃止して、新しく町道上の川吉

井原線として１路線に統合するものでございます。 

  以上、まことに簡単でございますが、説明とさせていただきます。 

（建設課長 山本広幸君 降壇） 

◎日程第１７ 議案第１４号 工事請負契約の変更について（平成２０年度河北・志賀野 

              簡易水道統合工事） 

○議長（美野勝男君）    日程第１７、議案第１４号、平成２０年度河北・志賀野簡

易水道統合工事の工事請負契約の変更についてを議題とします。 

  説明を願います。 

  水道課長、三宅君。 

（水道課長 三宅敏和君 登壇） 

○水道課長（三宅敏和君）    ４３ページをお願いいたします。 

  議案第１４号 工事請負契約の変更について 

  平成２０年度河北・志賀野簡易水道統合工事について、下記のとおり工事請負契約を

変更したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２

条の規定により議会の議決を求める。 

平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  契約金額でございますが、変更前は１億９,５３０万円、変更後は２億８９５万円で

ございます。 

  それでは、今回お願いいたします１,３６５万円の増額変更内容について、簡単に説

明させていただきます。 

  まず１つは、河北浄水場に設置しています送水ポンプ１台と単純塩素自動制御滅菌装
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置１台を更新するものでございます。現在設置してございます送水ポンプ並びに滅菌装

置につきましては、河北簡易水道工事として昭和６０年度に施工した当時に設置したも

のであり、約２３年が経過していますが、当初計画段階においては老朽化しているもの

の、十分機能していたため、今回の工事計画の対象外としておりました。しかし、昨年

の夏ごろから、２台ある送水ポンプの１台が出力低下により送水量が不足する状況とな

り、もう１つの送水ポンプにも負荷がかかる状態であります。また、滅菌装置につきま

しては、注入ポンプ等が最近になって故障したことから、応急的に他の施設の滅菌装置

を取りつけ使用している状況でございます。 

  以上のことから早急に更新する必要がございますので、追加するものでございます。 

  またもう一つは、一部区間において配水管布設工事を追加するものでございます。当

河北水道工事につきましては、先ほども申し上げましたとおり、２３年経過しているも

のでありますが、当初計画段階では特に問題が生じていなかったため、当工事計画の対

象外としておりました場所において、今年に入ってから配水管の漏水事故が頻繁に発生

している状況でございます。このことから配水管布設延長として９２メートル、口径１

００ミリを早急に更新する必要がありますので、当工事に追加するものでございます。 

  以上が、今回お願いする主な変更理由でございます。 

  なお、この変更金額につきましては、当初入札時の請負率を乗じた金額でございます。 

  以上よろしくご審議をいただきまして、原案どおりご可決賜りますようお願い申し上

げます。 

（水道課長 三宅敏和君 降壇） 

◎日程第１８ 議案第１５号 教育委員会委員の任命の同意について 

◎日程第１９ 議案第１６号 公平委員会委員の選任の同意について 

◎日程第２０ 議案第１７号 固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について 

◎日程第２１ 議案第１８号 固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について 

◎日程第２２ 議案第１９号 固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について 

◎日程第２３ 議案第２０号 人権擁護委員の推薦について 

◎日程第２４ 議案第２１号 人権擁護委員の推薦について 

◎日程第２５ 議案第２２号 人権擁護委員の推薦について 

◎日程第２６ 議案第２３号 人権擁護委員の推薦について 

○議長（美野勝男君）    日程第１８、議案第１５号、教育委員会委員の任命の同意
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について、日程第１９、議案第１６号、公平委員会委員の選任の同意について、日程第

２０、議案第１７号、固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について、日程第２１、

議案第１８号、固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について、日程第２２、議案

第１９号、固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について、日程第２３、議案第２

０号、人権擁護委員の推薦について、日程第２４、議案第２１号、人権擁護委員の推薦

について、日程第２５、議案第２２号、人権擁護委員の推薦について及び日程第２６、

議案第２３号、人権擁護委員の推薦についてを一括議題とします。 

  説明を願います。 

  町長、寺本君。 

（町長 寺本光嘉君 登壇） 

○町長（寺本光嘉君）    ４４ページをお願いいたします。 

  議案第１５号、教育委員会委員の任命の同意についてということで、下記の者を教育

委員会の委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１

項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

  氏名は長峯三千代、生年月日は昭和３８年７月２５日、住所は紀美野町西野９３番地

の４でございます。 

  提案理由につきましては、前任者の任期満了に伴います委員の任命を行うものでござ

います。 

  続きまして、４５ページ、議案第１６号、公平委員会委員の選任の同意についてでご

ざいます。 

  下記の者を紀美野町公平委員会委員に選任したいので、地方公務員法第９条の２第２

項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

  氏名は土屋雅則、生年月日は昭和１５年２月２日、住所は紀美野町神野市場３２６番

地の１２でございます。 

  提案理由につきましては、任期満了に伴います委員の選任ということで、前任者の退

任に伴いまして選任をするものでございます。 

  続きまして、４６ページ、議案第１７号、固定資産評価審査委員会委員の選任の同意

についてから、４８ページの議案第１９号まで、同じく固定資産評価審査委員会委員の

選任の同意についてでございます。これはいずれも任期満了に伴います再任によるもの

でございます。 
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  まず、４６ページで、下記の者を紀美野町固定資産評価審査委員会委員に選任したい

ので、地方税法第４２３条第３項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

  氏名は溝上旭、生年月日は昭和３年９月１２日、住所は紀美野町東野４０８番地でご

ざいます。引き続き選任をしたいということです。 

  それから４７ページ、氏名は若林豊、生年月日は昭和２２年２月８日、住所は紀美野

町下佐々４６８番地でございます。これにつきましても任期満了に伴う再任でございま

す。 

  それから４８ページ、これにつきましても固定資産評価審査委員の委員の選任でござ

います。氏名は浦啓之、生年月日は昭和９年１月２日、住所は紀美野町蓑垣内１番地の

１、これも任期満了に伴う再任でございます。 

  続きまして、４９ページから５２ページまでにつきましては、人権擁護委員の推薦で

ございます。これにつきましては、下記の者を人権擁護委員として推薦いたしたいので、

人権擁護委員法第６条第３項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

  氏名は上段順弘、生年月日は昭和１８年１月１７日、住所は紀美野町蓑垣内２５２番

地の１でございます。提案理由といたしましては、人権擁護委員、平林純子氏が平成２

１年６月３０日、任期満了となるために、上段氏を後任に推薦するものでございます。 

  続いて５０ページでございます。氏名は中前和子、生年月日は昭和２１年７月２３日、

住所は紀美野町安井１６８番地の３、これも提案理由につきましては任期満了に伴うも

のでございまして、人権擁護委員、現在されております小壷醇子氏が平成２１年６月３

０日に任期満了となるため、後任として中前和子氏を推薦したいということでございま

す。 

  続いて５１ページ、人権擁護委員の推薦についてでございますが、東浦弘至、生年月

日は昭和１２年３月２４日、住所は紀美野町菅沢８９番地でございます。この方は引き

続いて再任をお願いしたいということです。 

  それから、５２ページにおきまして、向井小夜子さん、生年月日は昭和１７年１２月

６日、住所は紀美野町下佐々７８４番地の１でございます。これは任期満了に伴います

再任をお願いしたいということでございます。 

  以上、提案理由といたしまして説明させていただきました。 

何とぞ原案どおりご承認を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

  以上です。 



－３４－ 

（町長 寺本光嘉君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    暫時休憩いたします。 

  再開は１０時４５分からとします。 

休 憩 

（午前１０時２７分） 

―――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

（午前１０時４５分） 

◎日程第２７ 議案第２４号 平成２０年度紀美野町一般会計補正予算（第７号）につい 

              て 

○議長（美野勝男君）    日程第２７、議案第２４号、平成２０年度紀美野町一般会

計補正予算（第７号）についてを議題とします。 

  説明を願います。 

  総務課長、岡君。 

（総務課長 岡 省三君 登壇） 

○総務課長（岡 省三君）    それでは、５３ページをご覧いただきたいと思います。 

議案第２４号 平成２０年度紀美野町一般会計補正予算（第７号） 

 平成２０年度紀美野町の一般会計補正予算（第７号）は次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億９,２４３万円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８０億１,０５２万８,０００円とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （繰越明許費の補正） 

   第２条 繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明許費補正」による。 

 （債務負担行為の補正） 

   第３条 債務負担行為の追加は、「第３表 債務負担行為補正」による。 

 （地方債の補正） 

   第４条 地方債の変更は、「第４表 地方債補正」による。 
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                 平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、予算内容を説明させていただきます。 

今回の補正は特に定額給付金事業、子育て応援特別対策事業交付金事業、それから地

域活性化生活対策の臨時交付金事業、こういったものが多くございまして、３月に補正

をいたしまして、新年度で事業を実施していくものが数多くございます。 

  それでは、まず、歳入の方からご説明させていただきます。６１ページをご覧いただ

きたいと思います。 

  町民税ですが、法人で２９０万円を減額いたします。 

  固定資産税は固定資産等所在市町村交付金及び納付金の方で２,０００円の減額をい

たします。 

  町税で、たばこ税で９００万円の減額をいたします。 

  入湯税ですが、１００万円の減額をいたします。 

  分担金及び負担金で農林水産業費分担金でございますが、５０万円の増額でございま

す。 

  使用料及び手数料の手数料で衛生手数料ですが、１７０万円の減額でございます。 

  国庫支出金の国庫負担金でございますが、民生費国庫負担金で２２８万５,０００円

の増額でございます。 

  衛生費国庫負担金ですが、４１万円減額いたしまして、ゼロとなるものでございます。 

  次のページへまいりまして、国庫支出金ですが、国庫補助金で総務費国庫補助金です

が、３億７,１７１万円の増額となっております。 

その内容を申し上げますと、特に大きいのが地デジ関係の補助金でございまして、当

初、電波遮へい対策事業費等補助金ということで、２分の１の補助がいただけるもので

あったわけなんですが、これにつきましてはＮＨＫの共聴組合にも入っているというの

ですか、共聴施設については補助対象外であるというふうなことの中で、町内全域を改

修する中で、補助金の対象の事業を変更しなければならないということになりまして、

３分の１の補助である、下に書かれております地域情報通信基盤整備推進交付金という

ことで、この補助金を申請するということになりまして、８,７５０万円となったもの

でございます。これにつきましては補助裏で地方債がつくという関係の中で、上の事業

と、結局、町の持ち出しというのは余り変わらないということになるわけでございます。 

  地域活性化緊急安心実現総合対策交付金ということで、これは庁舎の自家発電の装置



－３６－ 

を設置するものでございます。 

  地域活性化生活対策臨時交付金ということで、これはいろんな事業がございますけれ

ども、補正するものの中に６,８００万円ほどの積立ということで、新年度について６,

８００万円を使い、それから残りを補正で上げていくと、こういった事業でございます。

これが２億２,７２３万４,０００円となっております。 

  定額給付金事業の補助金ですが、１億７,９００万円となっております。 

  続きまして、民生費の国庫補助金でございますが、障害者の福祉補助金でございます

が、減額の２３５万４,０００円となっております。障害程度区分認定等事務費で５０

万４,０００円の減額でございます。 

  児童福祉費補助金ですが、３３１万２,０００円の増額となります。これは子育て応

援特別手当交付金ということで、国の方から対象家庭へ交付されるものでございます。 

  続きまして、県支出金の県負担金の民生費県負担金でございますが、５４万８,００

０円の減額でございます。 

  衛生費負担金ですが、４１万３,０００円の減額となっております。 

  県支出金の県補助金ですが、総務費県補助金でございますが、１５０万円の減額とな

っております。これは木造住宅耐震化促進事業補助金ですが、対象者がなかったために

減額するものでございます。 

  民生費の県補助金ですが、７７万１,０００円の減額でございます。 

  衛生費県補助金ですが、５１万円の増額です。 

  農林水産業費県補助金ですが、２７６万２,０００円の増額でございます。 

  教育費県補助金ですが、１１５万９,０００円の減額でございます。これにつきまし

ては、この補助金は天文台のデッキの改修のための補助金でございまして、入札差額が

出たための返還金になっております。 

  総務費県委託金ですが、４万３,０００円の減額です。 

教育費県委託金は５万円の減額でございます。 

繰入金でございますが、財政調整基金繰入金でございますが、８,０３１万円の減額

となっております。これは国の交付金事業等のことによりまして、繰入金が減ったもの

でございます。 

河川浄化推進事業基金繰入金が１８万８,０００円の減額でございます。 

減債基金繰入金ですが、５１万３,０００円を増額いたします。 
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地域振興基金繰入金ですが、９万７,０００円を増額いたします。 

町債でございますが、総務債で３,４７０万円の増額でございます。 

民生費では５４０万円の減額でございます。 

農林水産業債では、それぞれ事業で変更はしておるのですが、補正額は変わっており

ません。 

土木債でございますが、６５０万円の減額となっております。 

衛生債では９２０万円の減額でございます。 

以上が歳入でございます。 

それから、６７ページをご覧いただきたいと思うんですが、歳出をご説明させていた

だきます。 

議会費では６万円の減額でございます。 

総務管理費では１,１１６万円の減額でございます。これは人件費等の関係の減額が

多いのですが、人事異動等によりましての補正の額が載っておるわけでございます。 

企画費では２,９８５万円の増額でございます。 

これにつきましては一番大きいのが委託料なんですが、施設管理委託料ですが、これ

がかじか荘の指定管理料等でございまして、１,０００万円の増額でございます。これ

につきましては現在、大不況が続いておることによりまして、かじか荘の売上げ等経営

が厳しくなっておる関係上、お願いするものでございます。 

地デジ関係の補正でございますが、当初置いておりました工事請負費の方なんですが、

これを委託料へ振りかえる、組みかえるということで、委託料の増額となっておるもの

でございます。 

工事請負費では、このほかに地デジの放送アンテナの設置工事費が載っております。

これは地デジ放送の対応のための公共施設の方の改修というんですか、アンテナ等を設

置するための費用でございます。 

備品購入費で３７２万円載っておるのですが、これについては公共施設のテレビ等の

チューナーを設置したいと、そういう備品購入費となっております。 

負担金補助及び交付金で１,２９３万円となっておるのですが、これは地上デジタル

化の関係の欄で施設の利用の加入金でございます。これは公共施設の方であるわけでご

ざいます。これが９３万円。 

それから、交付金事業の方で新たに補正させていただいておるのが、地上波のデジタ
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ル放送受信支援補助金ということで、町長が冒頭で申し上げましたとおりでございまし

て、住民税と生活の困窮者に対する助成といいますか、１万円の商品券を交付する事業

でございます。考えておるのは住民税の非課税世帯と、こういうふうに考えております。 

電子計算費でございますが、１万円の補正となっております。 

自治振興費では、１万５,０００円の増額となっております。 

防災諸費ですが、５５４万７,０００円の減額となっております。 

次のページを見ていただきたいと思います。 

定額給付金給付費ですが、これにつきましては１億７,９００万円の補正となってお

ります。これは各家庭、世帯へ交付する金額が主なものとなっております。 

総務費の戸籍住民基本台帳費ですが、７０万円の減額となっております。 

統計調査費では、補正額はゼロで、財源内訳の変更でございます。 

衛生費の社会福祉費ですが、１２万円の減額となっております。 

国民年金事務費では１４０万円の減額であります。 

老人福祉費では２５４万４,０００円の減額でございます。 

障害者福祉費では５１３万４,０００円の増額となっております。 

国民健康保険事業につきましては、９００万８,０００円の減額となっております。

これは繰出金が減ったわけでございます。 

介護保険では１１９万２,０００円の減額となっております。これにつきましても繰

出金の減額でございます。 

次のページをご覧いただきたいと思うんですが、後期高齢者医療費ですが、１４７万

円の減額でございます。これにつきましても繰出金の減額でございます。 

民生費の児童福祉費でございますが、児童福祉総務費では６０４万７,０００円の減

額でございます。これにつきまして大きいものとしましては、保育所の耐震診断調査を

したいということの事業で６５０万円を充てております。 

児童手当費では、３２３万円の減額となっております。 

保育所費では、７８５万１,０００円の減額となっております。 

子育て応援特別手当費ですが、３３１万２,０００円の増額となっております。これ

は各家庭へ交付する事業でございます。 

衛生費の保健衛生費でございますが、７９９万４,０００円の減額となっております。

これにつきましては厚生病院の補助金の減でございます。 
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環境衛生費では５８９万８,０００円の減額でございます。この大きなものとしまし

ては、五色台広域施設組合建設負担金ですが、入札差額等が出ましたので負担金が減っ

たということでございます。 

成人保健対策費では１９９万円の増額です。 

診療諸費では１,４１１万４,０００円の増額でございます。これは国保の診療所事業

の特別会計の繰出金でございます。 

続きまして、衛生費の清掃費ですが、清掃施設費では６,０００円の減額でございま

す。 

塵芥処理費では６３万３,０００円の減額でございます。主なものとしては消耗品で

ありますごみ袋の入札した結果による減額でございます。 

それから、次のページに載っております委託料でございますが、２,３２５万３,００

０円の減額となっております。これにつきましては、いろいろ減額となっているわけで

すが、ごみ処理施設の下水道水質検査が減額となっておるのですが、これは入札差によ

るものです。 

ごみ処理場の最終処分場の委託料が、これは吉見の閉鎖に伴うものでございます。 

ごみ収集委託料ですが、これは業者へ委託している金額の減でございます。 

一般処理焼却委託料ですが、大栄環境への委託料ですが、減となったものでございま

す。 

覆土運搬業務委託料ですが、１２６万円の減となっております。 

美里区域塵埃処理場生活環境影響調査委託料ということで、３４４万４,０００円が

減となっております。これも閉鎖に伴うものでございます。 

粗大ごみ処理委託料が１,３００万円の減となっております。 

野上区域塵埃処理場整備測量設計委託料を６３０万円増額しておるわけですが、閉鎖

に伴いまして、今後の環境整備ということでの設計委託の今後の計画を立てていきたい

と、こういうことの中でのことでございます。 

工事請負費では２,７００万円の増額でございます。これにつきましては２,７００万

円の増額でございます。 

し尿処理費ですが、４６万４,０００円の減額でございます。 

続きまして、農林水産業費の農業費ですが、農業振興費では９１５万４,０００円の

増額となっております。大きなものとして工事請負費で１,０００万円、農産物鳥獣防



－４０－ 

止柵の設置工事費でございます。この事業につきましては、広域的に柵を設けるための

事業でございます。 

負担金補助及び交付金ですが、８８万２,０００円の減でございます。 

耕地総務費では３６万７,０００円の減でございます。 

農業整備事業費では５万円の増でございます。 

農業用施設維持費で８０万８,０００円の減でございます。 

  地籍調査事業費では１９６万円の減でございます。大きなものとしましては職員手当

等でございます。 

  続きまして、次のページを見ていただきたいと思います。 

  林業費ですが、林業総務費で３３４万５,０００円の増でございます。 

  その中では負担金補助及び交付金が増となっておるのですが、これは新しく「きみの

婚活支援事業補助金」で１００万円、それから、地域モデル普及推進事業費の補助金と

いうことで、田舎暮らしの支援をするための民家等の改修費用ということで４２５万円

でございます。 

  林業整備事業費は、費目の入れかえでございます。 

  商工費ですが、観光費で７万１,０００円の増となっております。 

  土木費でございますが、財源内訳の変更でございます。 

  道路橋りょう新設改良費ですが、４,７４１万６,０００円の減となっております。 

  それから、次のページへまいりまして、住宅管理費でございますが、５０４万円の増

となっております。この負担金補助及び交付金につきましては、地デジ放送のための加

入金でございまして、これは公営住宅の加入金でございます。 

  消防費へまいりまして、常備消防費では７,０７０万円の増となっております。大き

なものとしましては備品購入費ということで、町長が冒頭申し上げたとおり、消防用の

備品ということで、消防用の自動車等を購入するもので、７,１００万円を上げてござ

います。 

  非常備消防費では４８７万４,０００円の減となっております。特に大きいものは備

品購入費ですが、消防用備品の入札差額等が出たための減額でございます。 

  次に、教育費へまいりまして、教育総務費の事務局費で１０万円の減額となっており

ます。 

  教育諸費で１９万９,０００円の増額となっております。 
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  小学校費でございますが、学校管理費では８００万１,０００円の増額となっており

ます。大きいものとしましては、耐震調査業務委託料でございますが、これは毛原小学

校の耐震診断を行う委託料でございます。 

  工事請負費ですが、３９７万円となっておるのですが、野上小学校と下神野小学校の

エアコン等の設置でございます。 

  中学校費にまいりまして、学校管理費で２００万円の増となっておるのですが、長谷

毛原中学校屋内運動場の屋根の塗装工事でございます。 

  続きまして、次のページ、７９ページですが、社会教育総務費でございますが、６１

万６,０００円の増となっております。 

  公民館費については６９万６,０００円の増でございます。 

  人権教育費では５万６,０００円の減でございます。 

  文化財保護費では５０万円の増でございます。 

  新子どもプラン事業費では１,０００円の増でございます。 

  みさと天文台管理運営費でございますが、２０１万７,０００円の減となっておりま

す。自然観察のデッキ整備工事の設計委託料とか工事費でございますが、入札差額によ

る減でございます。 

  教育費の保健体育総務費ですが、８３万円の増となっております。 

  体育施設管理運営費では財源の振りかえでございます。 

  諸支出金の基金でございますが、減債基金では５１万３,０００円を増額しておりま

す。 

  地域振興基金で６,８０９万７,０００円の増としております。これは交付金事業で、

先ほど申しましたが、地域振興基金の積立金としまして、平成２８年度の予算で消化す

るものでございます。 

  それから、２表の繰越明許費でございますが、５７ページをご覧いただきたいと思い

ます。 

  これは国の第２次補正で上がりました事業がほとんどでございまして、繰越を行うも

のでございます。 

これにつきましては繰越事業について申し上げますと、公共施設テレビデジタル化事

業、地上波デジタル放送受信支援事業、１つ飛びまして防災ヘリポート適地調査業務委

託事業、定額給付金給付事業、保育所耐震診断調査業務委託事業、子育て応援特別手当
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交付事業、１つ飛んで野上区域塵埃処理場整備事業、農作物鳥獣害防止柵設置事業、き

みの婚活支援事業、３つ飛びまして高規格救急自動車整備事業、救助資機材積載車整備

事業、野上小学校給食室エアコン設置工事、下神野小学校給食室エアコン設置工事、毛

原小学校耐震診断業務委託事業、長谷毛原中学校屋内運動場屋根塗装工事、文化財説明

板設置事業、中央公民館事務室エアコン設置工事、みさと天文台月の館空調設備整備工

事で、これが国の第２次補正によるものでございます。その他につきましては、今年既

に上げられた予算ですが、地上波デジタル放送難視聴対策事業、五色台広域施設組合建

設負担金、地域住宅モデル普及推進事業、町道谷線改良事業、町道福田松瀬線改良事業

等が繰越を行うものでございます。 

  それから、ちょっと失礼申し上げるのですが、訂正をお願いしたいのですが、金額の

訂正でございます。総務費の総務管理費の定額給付事業の費用でございますが、現在、

１億８,６０６万円と記載しておるのですが、１億８,６０３万３,０００円と訂正をお

願いいたしたいと思います。それで合計が今現在、７億４,６２５万円となっておるの

を７億４,６２２万３,０００円と訂正をお願いいたします。 

  第３表をご説明いたします。 

  債務負担行為の補正でございますが、これはかじか荘の指定管理委託料でございます

が、平成２１年度の分でございますが、２,０００万円の減額といたしたいと思います。 

  第４表の地方債の補正でございますが、これにつきましても限度額の補正でございま

す。 

一般公共事業債についてはゼロとなります。 

一般単独事業債については４億６,５５０万円となります。 

辺地対策事業債につきましては２億８,６７０万円となります。 

過疎対策事業債ですが、２億８,２１０万円となるものでございます。 

  以上、一般会計の補正についてご説明させていただきました。 

よろしくお願い申し上げたいと思います。 

（総務課長 岡 省三君 降壇） 

◎日程第２８ 議案第２５号 平成２０年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算 

              （第３号）について 

◎日程第２９ 議案第２６号 平成２０年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補 

              正予算（第４号）について 
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◎日程第３０ 議案第２７号 平成２０年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算 

              （第４号）について 

○議長（美野勝男君）    日程第２８、議案第２５号、平成２０年度紀美野町国民康

保険事業特別会計補正予算（第３号）について、日程第２９、議案第２６号、平成２０

年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第４号）について及び日程第

３０、議案第２７号、平成２０年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４

号）についてを一括議題とします。 

  説明を願います。 

  住民課長、中尾君。 

（住民課長 中尾隆司君 登壇） 

○住民課長（中尾隆司君）    それでは、８１ページをお願いします。 

  議案第２５号 平成２０年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

平成２０年度紀美野町の国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）は次に定める

ところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１,８２０万３,０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億３,２２６万４,０００円

とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ８６ページをお願いします。 

２の歳入でございます。 

１款、国民健康保険税、１目、一般被保険者国民健康保険税で医療分と後期高齢者支

援金分で合わせまして５４５万６,０００円の減額であります。 

２目、退職被保険者等の国民健康保険税につきましても、医療分、介護分、後期高齢

者分合わせまして、こちらは５１８万７,０００円の増額であります。これはそれぞれ

調定見込額の増額を行うものであります。 

３款、国庫支出金、１目、療養給付費等負担金でございます。これは８９２万２,０

００円の増額であります。 



－４４－ 

２目、高額医療費共同事業負担金につきましては２４７万円の減額であります。これ

は拠出金の確定によるものでございます。 

次のページをお願いいたします。 

３款、国庫支出金、２項、国庫補助金、１目、財政調整交付金であります。これは普

通調整交付金と特別調整交付金を合わせまして２,２４０万５,０００円の増額でありま

す。これも見込みということでございます。 

４款、療養給付費等交付金、１目、療養給付費等交付金であります。１,４２４万９,

０００円の減額であります。これにつきましては退職者の税の見込みが増えたために、

逆に減額になるものでございます。 

６款、県支出金、１目、高額医療費共同事業負担金であります。２４７万円の減額で

あります。これも拠出金の関係の確定によるものでございます。 

２目、特定健診等負担金につきましては４８万２,０００円の減額でございます。 

次に、６款、県支出金、２項、県補助金でございます。１目、県補助金で県の財政対

策補助金の減額と調整交付金の増額によりまして、合わせて４７万７,０００円の増額

になります。 

次のページをお願いします。 

７款、共同事業交付金、１目、共同事業交付金で２,４７１万２,０００円の減額であ

ります。これも拠出金の確定によるものでございます。 

８款、財産収入、１目、利子及び配当金で３万３,０００円の増額。 

９款、諸収入、２目、雑入で１５万８,０００円の増額であります。これにつきまし

ては高齢者医療制度円滑運営事業費補助金でございます。 

１０款、繰入金につきましては、１目、一般会計繰入金で９００万８,０００円の減

額であります。これは保険基盤安定繰入金の確定に伴うものであります。 

２目、財政調整基金繰入金につきましては、３９４万４,０００円の増額であります。

これは町の財政調整基金からの繰入になります。 

次のページをお願いします。 

３、歳出でございます。 

１款、総務費、１目、一般管理費で１６５万８,０００円の増額であります。これに

つきましては電算システム改修委託料として高齢者の円滑導入関係の委託でございます。 

２款、保険給付費、１目、療養給付費で１,１００万円の増額でございます。これも
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給付費の実績に伴う見直しでございます。 

次に、２款、保険給付費、２項、退職被保険者療養諸費、１目、療養給付費で４７０

万円の増額であります。これも実績に伴う見直しでございます。 

２目、療養費につきましては財源変更でございます。 

２款、保険給付費、４項、高額療養費、１目、一般被保険者高額療養費で４４０万円

の増額でございます。これにつきましても実績に伴う見直しでございます。 

２目、退職被保険者高額療養費につきましては財源変更でございます。 

６項、出産育児諸費、１目、出産育児一時金につきましては２３９万円の減額であり

ます。これにつきましては当初見込みよりも出産件数が減っているためでございます。 

次に、７項、葬祭費でございます。１目、葬祭費で２４万円の減額であります。これ

も当初予定していた件数よりも少なくなっておりますので、そのためでございます。 

７款、共同事業拠出金、１目、高額医療費拠出金で９８８万３,０００円の減額であ

ります。これも拠出金の確定によるものでございます。 

３目、保険財政共同安定化事業拠出金につきましては１,９７７万１,０００円の減額

であります。これも前期高齢者の分の確定に伴うものであります。 

次のページをお願いいたします。 

８款、保健事業費、１目、特定健診審査等事業費で５４３万５,０００円の減額であ

ります。主なものは職員の人件費等の減額と委託料で特定健診等のデータ管理の委託料

を減額しております。これは受信者が少なかったためでございます。 

９款、諸支出金、２項、繰出金、１目、繰出金で３０１万円の減額でございます。こ

れにつきましては厚生病院と国保直営診療所運営の分の繰出金の減額でございます。 

以上で国保の補正予算の分を終わりたいと思います。 

議案第２６号 平成２０年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第

４号） 

平成２０年度紀美野町の国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第４号）は次に

定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３１７万４,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１,０７９万６,０００円とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の
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歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ９７ページをお願いします。 

２の歳入でございます。 

１款、診療収入、１目、外来収入であります。補正額で１,５９８万８,０００円の減

額であります。これはそれぞれ国民健康保険、社会保険、後期高齢者医療、一部負担金、

その他収入でそれぞれの診療収入の減であります。 

３款、繰入金、１目、一般会計繰入金につきましては１,４１１万４,０００円の増額

でございます。これは一般会計からの繰入をお願いするものであります。 

２目、国民健康保険事業特別会計繰入金は１１０万円の減額であります。これは調整

交付金の確定によるものでございます。 

次のページをお願いします。 

３の歳出でございます。 

１款、総務費、１目、一般管理費で１７３万円の減額でございます。主なものにつき

ましては、職員の給与費の減額であります。 

２款、医業費、１目、医療用機械機器費で６９万４,０００円の減額であります。主

なものは在宅酸素借上料で、酸素の利用者が１名亡くなっておる分でございます。 

以上で国民健康保険診療所事業特別会計の補正予算の説明とさせていただきます。 

次のページで９９ページをお願いします。 

  議案第２７号 平成２０年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 

平成２０年度紀美野町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）は次に定めると

ころによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１４７万円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ３億２,９４９万２,０００円とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １０４ページをお願いします。 

２の歳入でございます。 
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３款、繰入金、１目、一般会計繰入金、１４７万円の減額であります。これは保険基

盤安定繰入金の確定による調整でございます。 

５款、国庫支出金、１目、高齢者医療費助成金、２９４万円の増額であります。これ

につきましては電算システムの導入補助ということで増額でございます。 

次のページをお願いします。 

３の歳出です。 

１款、総務費、１目、一般管理費で２９４万円の増額であります。これは電算システ

ム改修委託料ということで、平成２１年度の軽減分のシステム改修の分の委託料でござ

います。 

２款、後期高齢者医療広域連合納付金、１目、後期高齢者医療広域連合納付金で１４

７万円の減額であります。これは納付金の確定によるものです。 

以上で説明とさせていただきます。 

どうかよろしくお願いいたします。 

（住民課長 中尾隆司君 降壇） 

◎日程第３１ 議案第２８号 平成２０年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第 

              ４号）について 

○議長（美野勝男君）    日程第３１、議案第２８号、平成２０年度紀美野町介護保

険事業特別会計補正予算（第４号）についてを議題とします。 

  説明を願います。 

  保健福祉課長、井上君。 

（保健福祉課長 井上 章君 登壇） 

○保健福祉課長（井上 章君）    議案書の１０６ページをお願いします。 

  議案第２８号 平成２０年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

平成２０年度紀美野町の介護保険事業特別会計補正予算（第４号）は次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１８４万円を減額し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億４,５６４万２,０００円とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 



－４８－ 

平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  議案書の１１１ページをお願いします。 

  まず、歳入でございます。 

  ３款、国庫支出金、１項、国庫負担金、１目、介護給付費負担金では２０４万円の減

額でございます。これにつきましては介護給付費の２０％分でございます。ただし、施

設のサービス費については１５％ということになってございます。 

  同じく３款、２項、国庫補助金、１目、調整交付金では１０９万８,０００円の減額

です。これにつきましては介護給付費と地域支援事業の保険料負担分を補うものでござ

います。 

  同じく４目、介護保険事業費補助金は９４万８,０００円の増額でございます。介護

報酬改定に伴うシステム改修費の増でございます。 

  続いて５目、介護従事者処遇改善臨時特例交付金、８２０万４,０００円の増額でご

ざいます。これにつきましては介護従事者処遇改善のための介護報酬改定に伴う臨時特

例交付金でございます。 

  ４款にまいりまして、支払基金交付金、１目、介護給付費交付金では３４７万２,０

００円の減額でございます。これにつきましては介護給付費の３１％に該当する分でご

ざいます。 

  ５款にまいりまして、県支出金、１項、県負担金、１目、介護給付費負担金では１６

０万円の減額でございます。これにつきましても介護給付費の１２.５％でございます。

ただし、施設のサービスについては１７.５％でございます。 

  続いて第６款、繰入金の一般会計繰入金、１目、介護給付費繰入金では１４０万円の

減額です。これにつきましても介護給付費の１２.５％分でございます。 

  同じく４目、事務費繰入金で２０万８,０００円の増額です。事務費にかかる繰入分

でございます。 

  続いて第７款、繰越金でございます。３３７万９,０００円の増額でございます。こ

れは前年度の繰越金でございます。 

  続いて８款、町債、財政安定化基金貸付金でございます。４９６万９,０００円の減

額でございます。これにつきましては介護給付費と地域支援事業費の保険料負担分を補

うものでございます。 

  続いて歳出でございます。１枚めくっていただきまして、１１３ページをお願いしま
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す。 

  １款、総務費、１目、一般管理費では２５８万３,０００円の増額でございます。こ

れにつきましては療養施設の需用費、印刷製本費で６万３,０００円の増額、委託料で

電算システム改修委託料が２５２万円の増となってございます。 

  同じく１款、３項、介護認定審査会、１目、介護認定審査会費で９２万７,０００円

の減額です。これについては１節の報償費で８６万４,０００円の減額と療養施設の需

用費の一本で印刷製本費で６万３,０００円の減額です。 

  ２目、認定調査費等では５０万円の減額です。認定調査の賃金の分でございます。 

  ２款、保険給付費、１項、１目、介護サービス給付費では２００万円の減額です。こ

れにつきましても介護給付費の見込みの減ということでございます。 

  ２目、地域密着型介護サービス給付費で２００万円の増です。これにつきましては認

知症対応型共同生活介護の費用が見込みより多くなったためでございます。 

  ３目、施設介護サービス費では４００万円の減額となっております。施設介護サービ

スの減ということです。 

  続いて１１４ページの４目の居宅介護福祉用具購入費で５０万円の減額です。これも

居宅介護福祉用具購入費の減によるものです。 

  続いて５目、居宅介護住宅改修費で５０万円の増です。居宅介護住宅改修の増による

ものでございます。 

  続いて６目、居宅介護サービス計画給付費で５０万円の増です。これも給付費が見込

みを上回るためでございます。 

  続いて２項、介護予防サービス等諸費で、１目、介護予防サービス給付費で７５０万

円の減です。これも見込みを下回るためです。 

  ３目、介護予防住宅改修費で２０万円の減、これも介護予防住宅の減でございます。 

  続いて４目、介護予防サービス計画給付費も５０万円の減額です。これも見込みを下

回るためでございます。 

  続いて１１５ページをお願いします。 

  ２款、４項、高額介護サービス等諸費、１目、高額介護サービス費で８万円の増です。

高額介護サービス費の伸びによるものでございます。 

  続いて５項、特定入所者介護サービス等費、１目、特定入所者介護サービス等費で３

０万円の減です。これも特定入所者の介護サービス費が下回るためでございます。 
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  続いて４款、地域支援事業、２目、介護予防一般高齢者施策事業費では補正額はない

のですが、人件費の増額と需用費の減によるものでございます。 

  続いて１１６ページ、同じく４款、２項、包括的地域支援事業・任意事業費の２目、

任意事業費では、これも補正額はないのですけれども、報償費の減と扶助費の増による

ものでございます。 

  続いて５目、包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費でも補正額はございません。

旅費の減と役務費の増によるものでございます。 

  ６款、諸支出金、１目、介護従事者処遇改善臨時特例基金費で８２０万４,０００円

の増額です。これも基金の設置でも申し上げましたけれども、介護従事者処遇改善のた

めの介護報酬改定に伴う臨時特例交付金を基金に積み立てるものでございます。 

  以上で説明とさせていただきます。 

  どうかよろしくお願いをいたします。 

（保健福祉課長 井上 章君 降壇） 

◎日程第３２ 議案第２９号 平成２０年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会

計補正予算（第４号）について 

○議長（美野勝男君）    日程第３２、議案第２９号、平成２０年度紀美野町のかみ

ふれあい公園運営事業特別会計補正予算（第４号）についてを議題とします。 

  説明を願います。 

  産業課長、増谷君。 

（産業課長 増谷守哉君 登壇） 

○産業課長（増谷守哉君）    それでは、議案書、１１７ページをご覧ください。 

  議案第２９号 平成２０年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計補正予算

（第４号） 

平成２０年度紀美野町ののかみふれあい公園運営事業特別会計補正予算（第４号）は

次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３８万７,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６,１０３万２,０００円とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 



－５１－ 

平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、議案書の１２２ページをお願いします。 

  歳入の方から説明をさせていただきたいと思います。 

  １款、使用料及び手数料、１項、使用料、１目、農林業施設使用料ということで、補

正前の額が２８７万４,０００円、これから補正額、３８万７,０００円の減額をし、予

算額を２４８万７,０００円とするものでございます。 

この内容につきましては、本年度後半期よりの景気の後退を起因と考えられる販売額

の減少に伴いまして、ふれあい館の使用料の補正をお願いするものでございます。 

  次のページでございます。歳出の説明をさせていただきます。 

  １款、総務費、１項、施設管理費、１目、一般管理費でございます。補正前の額が５,

０９０万７,０００円、これより補正額、３８万７,０００円を減額するものでございま

す。 

これにつきましては公園の施設用の整備用の材料、主に芝生の管理用の砂、それとま

た植栽用の園芸材等々ございますが、本年度において予定していた購入量が少なくすん

だということで、歳出の減額の額とそうした額を１６節、原材料費において減額するも

のでございます。 

  簡単でございますが、説明とかえさせていただきます。 

  よろしくお願いいたします。 

（産業課長 増谷守哉君 降壇） 

◎日程第３３ 議案第３０号 平成２０年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算 

              （第３号）について 

○議長（美野勝男君）    日程第３３、議案第３０号、平成２０年度紀美野町農業集

落排水事業特別会計補正予算（第３号）についてを議題とします。 

  説明を願います。 

  建設課長、山本君。 

（建設課長 山本広幸君 登壇） 

○建設課長（山本広幸君）    それでは、議案書の１２４ページをお願いします。 

  議案第３０号 平成２０年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 

平成２０年度紀美野町の農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）は次に定める

ところによる。 
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 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２,６０４万５,０００円とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  次に、１２８ページをお願いします。 

  歳入、１目、繰入金で一般会計からの繰入を３６万７,０００円減額するものでござ

います。これは第４款、前年度よりの繰越金が３６万７,０００円の増額となったこと

によるものでございます。 

  以上、簡単でございますが説明とさせていただきます。 

（建設課長 山本広幸君 降壇） 

◎日程第３４ 議案第３１号 平成２０年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計補正予算 

              （第４号）について 

◎日程第３５ 議案第３２号 平成２０年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計補正予算 

              （第４号）について 

◎日程第３６ 議案第３３号 平成２０年度紀美野町上水道事業会計補正予算（第４号） 

              について 

○議長（美野勝男君）    日程第３４、議案第３１号、平成２０年度紀美野町野上簡

易水道事業特別会計補正予算（第４号）について、日程第３５、議案第３２号、平成２

０年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）について及び日程第３６、

議案第３３号、平成２０年度紀美野町上水道事業会計補正予算（第４号）についてを一

括議題とします。 

  説明を願います。 

  水道課長、三宅君。 

（水道課長 三宅敏和君 登壇） 

○水道課長（三宅敏和君）    １２９ページをお願いいたします。 

  議案第３１号 平成２０年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 

平成２０年度紀美野町の野上簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）は次に定める

ところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 



－５３－ 

   第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４３５万５,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億１,５６５万８,０００円とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １３４ページをお開き願います。 

  歳入でございます。 

  ５款、諸収入、１目、雑入、４３５万５,０００円の増額につきましては、水道施設

き損事故賠償金でございます。 

  次のページをお願いをいたします。 

  歳出でございます。 

  １款、衛生費、２目、作業費、１１節、需用費の修繕料、４３５万５,０００円の増

額につきましては、昨年８月５日と９月５日に落雷が発生し、河南浄水場及び河南の坂

本中継所の配電盤伝送装置水系等の被害が発生し、修繕するものでございます。なお、

本修繕費につきましては、先ほど歳入のところで説明させていただきましたとおり、加

入しています保険で全額対応するものでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  議案第３２号 平成２０年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 

平成２０年度紀美野町の美里簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）は次に定める

ところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１２７万４,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１,９４４万７,０００円とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

   第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

 平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １４２ページをお願いをいたします。 

  歳入でございます。 



－５４－ 

  １款、使用料及び手数料、１目、水道使用料、１００万円の減額につきましては、水

道使用料の減によるものでございます。 

  ３款、繰入金、１目、一般会計繰入金、３８２万円の増額につきましては、歳出の増

額によるものでございます。 

  続きまして、４款、諸収入、１目、雑入、５４万６,０００円の減額につきましては、

１つは県の補償工事の農道日浦上線水道管移設工事の入札差額、２０万９,０００円で

ございます。もう１つは国道３７０号、美里バイパス配水管新設工事の入札差額並びに

精算により３８万７,０００円の減額でございます。 

  続きまして、７款、町債、１目、簡易水道債、１００万円の減額につきましては、簡

易水道事業債及び過疎対策事業債それぞれ５０万円の減額でありますが、これは国道３

７０号、美里バイパス配水管新設工事の入札差額並びに精算によるものでございます。 

  次のページをお願いをいたします。 

  歳出でございます。 

  １款、衛生費、１目、一般管理費、１０８万５,０００円の減額でございます。まず、

３節、職員手当等が５万６,０００円、４節、共済費、６万８,０００円の増額につきま

しては、それぞれ掛金が上がったものでございます。次の１３節、委託料、１２１万５,

０００円の減額につきましては、水質検査委託業務の契約差額でございます。 

  続きまして、２目、作業費、１３節、委託料、１１万３,０００円の減額につきまし

ては、水道施設用地の雑草等刈り取り委託業務の契約差額でございます。 

  次の１５節、工事請負費、２０万９,０００円の減額につきましては、県補償工事の

国道３７０号拡幅工事に係る農道日浦上線水道管移設工事の請負差額、２０万９,００

０円の減額でございます。 

  続きまして、３目、施設整備費の工事請負費、１２５万７,０００円の減額につきま

しては、国道３７０号美里バイパス配水管新設工事の入札差額並びに精算によるもので

ございます。 

  続きまして、２款、公債費、１目、元金、３９３万８,０００円の増額につきまして

は、平成２年に６.２％という高い利率の簡易水道事業債を今回繰上償還するものでご

ざいます。 

  恐れ入りますけれども少し戻っていただきまして、１３９ページをお願いいたします。 

  第２表、地方債補正の変更分でございます。 



－５５－ 

  これは国道３７０号美里バイパス配水管新設工事の入札差額及び精算により簡易水道

事業債及び過疎対策事業債それぞれ５０万円を減額するものでございます。 

  なお、起債の方法、利率、償還の方法については変更はございません。 

  １４４ページをお開き願います。 

  議案第３３号 平成２０年度紀美野町上水道事業会計補正予算（第４号） 

  第１条 平成２０年度紀美野町上水道事業会計補正予算（第４号）は、次に定めると

ころによる。 

  第２条 平成２０年度紀美野町上水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支

出の予定額を次のとおり補正する。 

  まず、収入でございますが、第８款、水道事業収益につきましては、今回補正額はゼ

ロでございます。 

  次に、支出でございますが、第９款、水道事業費用、これにつきましても今回補正は

ゼロでございますけれども、内容変更がございます。 

  第１項、営業費用につきましては４８万４,０００円の増額、第４項、予備費につい

ては４８万４,０００円の減額をお願いするものでございます。 

平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １４６ページをお願いをいたします。 

  収益的収入及び支出でございますが、収入につきましては、８款、水道事業収益の変

更はございません。 

  次に、支出でございますが、９款、水道事業費用、１項、営業費用で４８万４,００

０円の増額でございます。内訳といたしましては、１つは２目、配水及び給水費、３３

節、動力費、４５万円の増額につきましては、本年１月から電気料の値上げによるもの

でございます。 

  もう１つは、４目、業務及び総経費、４６節、負担金、３万４,０００円の増額につ

きましては、主に地上デジタル放送中継施設利用加入金、３万円でございます。 

  次の４項、予備費で４８万４,０００円の減額をお願いするものでございます。 

  以上、よろしくご審議をいただきまして、原案どおりご可決賜りますようお願い申し

上げます。 

（水道課長 三宅敏和君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    しばらく休憩いたします。 



－５６－ 

  再開は午後１時からとします。 

休 憩 

（午後０時００分） 

―――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後１時００分） 

◎日程第３７ 議案第３４号 平成２１年度紀美野町一般会計予算について 

○議長（美野勝男君）    日程第３７、議案第３４号、平成２１年度紀美野町一般会

計予算についてを議題とします。 

  なお、説明の際にはページ数を言ってから説明を願いたいと思います。 

  それでは、歳入全般及び歳出第１款から第２款について説明を願います。 

  総務課長、岡君。 

（総務課長 岡 省三君 登壇） 

○総務課長（岡 省三君）    それでは、１ページをご覧いただきたいと思います。 

議案第３４号 平成２１年度紀美野町一般会計予算 

 平成２１年度紀美野町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

   第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６９億２,５３４万８,０００円

と定める。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

 （債務負担行為） 

   第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができ

る事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 （地方債） 

   第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の 

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地

方債」による。 

 （一時借入金） 



－５７－ 

   第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は１０億円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

   第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

   （１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた

場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

                 平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

   それでは、１０ページをご覧いただきたいと思います。 

   歳入から申し上げたいと思うんですが、目を中心にご説明させていただきます。昨

年度との比較から申し上げたいと思います。 

  なお、説明資料を添付させていただいておりますので、それを参照の上、ご覧いただ

きたいと思います。 

  それでは、歳入、１款、町税、１項、町民税、個人ですが、１００万円の増となって

おりまして、それから法人ですが、２３４万９,０００円の減となっております。 

  固定資産税は６２０万６,０００円の増となっております。 

  ２目、固有資産等所在市町村交付金及び納付金は６万円の減となっております。 

  軽自動車税ですが、１５万８,０００円の減となりまして、２,８８４万２,０００円

となっております。 

 町税の市町村たばこ税ですが、２２０万円の減となっておりまして、３,８８０万円

となっております。 

  入湯税ですが、１５８万２,０００円減の２９３万６,０００円となっております。 

  地方揮発油譲与税ですが、これは新たなもので１,５００万円の増となっております。 

  地方譲与税の自動車重量譲与税ですが、２１０万円の減となって６,８９０万円とな

っております。 

  地方道路譲与税ですが、１,６００万円減の１,０００万円となっております。 

  次のページにまいりまして、利子割交付金ですが、１００万円の減で５００万円とな

っております。 

  配当割交付金ですが、５０万円減で２５０万円となっております。 

  株式譲渡所得割交付金ですが、１０万円減の１０万円となっております。 



－５８－ 

  地方消費税交付金ですが、４００万円減の９,０００万円となっております。 

  ゴルフ場利用税交付金ですが、２００万円減の４,５００万円となっております。 

  自動車取得税交付金ですが、１９９万９,０００円の減で４,０００万１,０００円と

なっております。 

  地方特例交付金ですが、４０万円減の３００万円となっております。 

  特例交付金は１０万円減の５０万円でございます。 

  地方交付税ですが、１億円減の３４億２,０００万円となっております。これは特別

交付税ですが、合併加算が１億円減と見込んでおります。 

  交通安全対策特別交付金ですが、昨年度と変わらずでございます。 

  次のページの１４ページですが、分担金及び負担金の分担金です。 

農林水産業費分担金ですが、６１万４,０００円減の２４９万７,０００円となってお

ります。 

  負担金ですが、民生費負担金が６３９万６,０００円の減となり、３,２１７万６,０

００円となっております。 

  使用料及び手数料の使用料ですが、その中で総務使用料ですが、１,０００円減とい

うことで１６２万６,０００円。 

  民生使用料は８０万円減の３２７万１,０００円。 

  農林水産業使用料が去年と変わらずです。 

  土木使用料ですが、２０万６,０００円の減で３,２１３万３,０００円となっており

ます。 

  教育使用料ですが、１３４万円の減の２２８万２,０００円となっております。 

  使用料及び手数料ですが、総務手数料で６万２,０００円増の５９１万２,０００円と

なっております。 

  衛生手数料は２８７万９,０００円減の１,４４８万６,０００円となっております。 

  農林水産業手数料は去年と変わらずです。 

  土木手数料は６１７万３,０００円増の４,４２７万８,０００円となっております。 

  次のページへまいりまして、消防手数料は去年と変わらずでございます。 

  国庫支出金の国庫負担金の民生費国庫負担金は、１,２８７万８,０００円増の８,２

７２万６,０００円となっております。 

  衛生費国庫負担金は、昨年度あったのが今年はないわけでございます。 



－５９－ 

  国庫支出金の国庫補助金でございますが、総務費国庫補助金でございますが、１億５,

６１６万８,０００円減の６４万円となっております。 

これにつきましては、昨年度は市町村合併推進整備補助金ですが、それがあったのと、

地デジの補助金があったのと、住民基本台帳のシステムの改修等があったのが減となっ

た要因でございます。 

  民生費国庫補助金ですが、１０３万８,０００円減の６４１万４,０００円となってお

ります。 

  衛生費国庫補助金ですが、去年と変わらずです。 

  農林水産業費国庫補助金ですが、新たにできてきた国庫補助金で、美しい森基金整備

交付金として１９７万２,０００円となっております。 

  土木費国庫補助金でございますが、７５０万円減の１億６,１５０万円となっており

ます。 

  教育費国庫補助金ですが、９５９万５,０００円減の１８６万３,０００円となってお

ります。この大きな要因としましては、昨年度は耐震補助事業で１,０００万円余りあ

ったのがなくなっておる関係でございます。 

  国庫支出金の国庫委託金ですが、総務費国庫委託金は１,３９７万４,０００円増の１,

４１２万７,０００円となっております。これは衆議院議員の選挙事務委託金が増えて

おるのと、投票人名簿システム構築の交付金、これは１００パーセント来るわけですけ

れども、そういう関係で増えております。 

  民生費国庫委託金ですが、２９万６,０００円の減でございまして、２８５万７,００

０円となっております。 

  続きまして、次のページでございますけれども、県支出金の県負担金、民生費の県負

担金ですが、１,３３１万２,０００円増の１億１,５０４万４,０００円となっておりま

す。 

これにつきまして、ちょっと訂正をお願いしたいのは、障害者福祉費負担金の説明な

んですが、身体障害者補装具給付費負担と書いておるのですが、身体障害者厚生医療の

給付負担金と訂正をお願いいたしたいと思います。 

これは大きな金額ありますので説明しますと、社会福祉費負担金が３３１万８,００

０円、障害者福祉費の負担金が２,９３０万６,０００円、被用者児童手当負担金が７８

万円、被用者児童手当負担金が１６０万円、被用者小学校修了前特例給付負担金が８２
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５万円、非被用者小学校修了前特例給付負担金が３５０万円、国民健康保険基盤安定負

担金が２,７２０万２,０００円、老人福祉費負担金が４,１０８万８,０００円となって

おります。 

  農林水産業費の負担金が１,１２９万５,０００円増の３,６７２万７,０００円でござ

います。これは地籍調査事業の負担金でございますが、地籍調査の面積が増えているた

めでございます。 

  衛生費負担金はなくなっておるわけでございます。 

  県支出金の県補助金で総務費県補助金ですが、５２９万６,０００円の減となってお

りまして、３０６万８,０００円となります。これは昨年度においては天文台の修復補

助金でございますが、それが減っておるためでございます。 

  民生費県補助金ですが、１,３８７万９,０００円減の３,８０２万６,０００円となっ

ております。 

そのうち、障害者福祉補助金と障害者自立支援特別対策事業補助金が１３５万８,０

００円減となっております。 

小規模通所授産補助が７５０万円の減となっております。 

新しいものとしまして、老人福祉補助金のふるさと雇用再生特別基金補助金が増えて

おるわけでございます。 

  衛生費県補助金ですが、３０９万６,０００円増の１,６４２万円となっております。

特にこの中で衛生費負担金ですが、妊婦健診の検査費の補助金が新しく出ておるもので

ございます。 

  次のページを見ていただいて、緊急雇用創出事業臨時特別基金補助金というのも新し

く増えております。 

  農林水産業費県補助金ですが、１,８６１万円増の９,９９０万９,０００円となって

おります。これにつきましては農業費補助金ですが、新しく都市農村交流型アグリビジ

ネス支援事業補助金、地域政策推進事業補助金、緊急雇用創出事業臨時特別基金補助金、

こういったのが新しく増えております。 

  それから、林業費補助金ですが、紀の国森づくり基金活用事業補助金が増えているの

と、緊急雇用創出事業臨時特別基金補助金、ふるさと雇用再生特別基金補助金、こうい

ったものが新しく増えております。 

続きまして、商工費県補助金では８０３万３,０００円増の８５３万３,０００円とな
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っております。その中の補助金で増えておるのが、緊急雇用創出事業臨時特別基金補助

金で、それにふるさと雇用再生特別基金補助金が増えております。 

土木費県補助金ですが、２４８万７,０００円減の３０１万３,０００円となっており

ます。これは緊急雇用創出事業の臨時特別交付金の補助金が増えております。 

教育費県補助金では２７万３,０００円増の１４７万９,０００円となっております。 

続きまして、県委託金でございます。 

総務費県委託金は３９０万５,０００円増の１,７５１万９,０００円となっておりま

す。この委託金では指定統計調査委託金が３０５万６,０００円増となっております。 

教育費県委託金は５万６,０００円減で、３６万４,０００円となっております。 

民生費委託金、これは去年あったのがなくなっております。 

引き続きまして、財産収入の財産運用収入でございます。財産貸付収入では２１３万

７,０００円増の１,０１４万８,０００円となっております。これは土地建物の賃貸料

なんですが、ＫＤＤＩの基地局の貸付料が１８５万１,０００円増となっております。

それから物品貸付収入ということで、上の土地建物の貸付料がＫＤＤＩとデイサービス

センターへの貸付の収入でございます。 

利子及び配当金でございますが、１１９万７,０００円増の３８５万５,０００円とな

っております。 

次のページへまいります。財産売払収入ですが、これは昨年度と同じでございます。 

寄附金ですが、これも一般寄附金は変わらずでございます。 

ふるさとまちづくり応援寄附金は１０万円の増でございます。 

繰入金でございますが、基金繰入金ですが、財産調整基金からの繰入金が３,６８７

万１,０００円減の２億２,９４６万７,０００円となっております。 

河川浄化推進事業基金繰入金が去年と同じくでございます。 

水産業振興基金繰入金は５０万円減の２００万円となっております。 

減債基金繰入金でございますが、２,２２７万４,０００円減の８,２５５万７,０００

円となっております。 

地域振興基金繰入金ですが、新たに６,８００万円の増となっております。これは平

成２０年度において積み立てた特定給付金でございます。この地域の活性化の関係の交

付金を積み立てておるものでございます。 

繰越金ですが、昨年度と同額となっております。 
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諸収入ですが、延滞金、加算金及び過料は去年と同じ額を上げております。 

諸収入の町預金利子も同じく上げております。 

諸収入の雑入でございますが、８９６万円増の４,２４８万７,０００円ということに

なっております。この中では資源ごみ売却代金が２１８万円の減となっております。 

次のページに載っておるのですが、２４ページ、説明の欄ですが、派遣職員の人件費

の負担金でございますが、これは９６５万円増となっております。これは厚生病院とか

五色台の派遣の費用の関係でございます。 

続きまして、町債でございます。 

総務債では３,４４０万円減の１億２,３５０万円となっております。この減の主なも

のとしては、平成２０年度は吉見集会所の建築の関係のものと、合併振興基金のもので

ございます。その要因が減っておるわけでございます。 

民生債では３億７,８８０万円増の３億８,９１０万円となっております。これは第一

保育所の建設に係る起債でございます。 

教育・福祉施設等整備事業債では、これも第一保育所の建設の起債でございます。 

農林水産業債では１,２９０万円減の４,８９０万円となっております。 

土木債では６,５１０万円減の２億３,５２０万円となっております。 

辺地対策事業債では山畑農免と林道滝ノ川線、段子峯の方では減額ということで１,

０３０万円の減となっております。谷口橋では２,５００万円の減です。動木の志賀野

線と谷線も減となっております。 

辺地対策事業債では、滝ノ川線が去年は過疎でのっておったのが辺地の方へ移ってお

ります。 

消防債ですが、３００万円新たにのっております。これは過疎対策事業債で小型強力

ポンプを購入するものでございます。 

臨時財政対策債では、これが国の地方財政計画による伸びを換算しまして５５.１％

増やした額をのせておるものでございます。１億２,０００万円のせまして３億３,７０

０万円としております。 

教育債では去年に比べて２億２９０万円減となっておるものでございます。 

以上が歳入の説明でございまして、次に、歳出についてご説明申し上げます。 

２６ページをご覧いただきたいと思います。 

議会費につきましては、１９２万１,０００円増の９,５１９万９,０００円となるも
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のでございます。全般的に言えることなんですが、人件費が全体的に上がっておるわけ

でございますが、共済とか退職手当組合負担金の負担率が上がっておると、こういった

関係で増となっておるものでございます。 

総務費についても同じようなことが言えます。総務費の総務管理費ですが、一般管理

費で２,２０６万７,０００円増の３億２,４８３万７,０００円となっております。 

３０ページをご覧いただきたいと思います。 

文書広報費ですが、１４万７,０００円減の２７０万２,０００円となっております。 

会計管理費ですが、１,０００円減の２５万６,０００円となっております。 

財産管理費ですが、３７万円増の１,１６３万８,０００円となっております。 

企画費でございますが、２億５,１７８万１,０００円減の６,５２９万９,０００円と

なっております。これは昨年度に比べまして地デジの対策事業が減ったことによるもの

でございます。 

３２ページへまいりまして、委託料なんですが、施設管理委託料ですが、２,０００

万円となっております。これはふるさと公社の不況によるあおりで経営が苦しいという

ことの中での指定管理者の委託料を増額しておるものでございます。 

次のページへまいりまして３３ページですが、電子計算費では２３１万６,０００円

減の３,２４１万９,０００円となっております。システム保守の備品購入費の計上がな

くなっておるものでございます。 

支所及び出張所費では３９１万円減の４,２３６万円となっております。これは職員

給与が減っておるためでございます。 

続きまして、３６ページをご覧いただきたいと思うんですが、自治振興費では５,１

５５万６,０００円減の５,８８８万７,０００円となっております。これは昨年度に比

べまして、吉見集会所とか芝崎集会所の建設費用が減ったためでございます。 

交通安全対策費でございますが、１３万３,０００円減の７２４万円となっておりま

す。 

諸費でございますが、１１万３,０００円増の１１５万９,０００円となっております。 

１２目、防災諸費ですが、１,４８３万７,０００円減の３,７０２万円となっており

ます。これは消火栓の設置負担金が減っておるのと、職員が減っておる影響で職員給料

が減っておるということでございます。 

 飛びまして４４ページでございますが、総務費の選挙費でございます。選挙管理委員
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会費ですが、２０３万円増の２３２万２,０００円となっております。この中で特に新

しく出ておるのが１３節、委託料でございます。国民投票対応システム構築委託料が２

０４万８,０００円のっております。これは日本国憲法の改正手続に関する法律に規定

されている投票人名簿の作成のための費用でございまして、国費が全額補助されるもの

でございます。 

衆議院議員選挙費でございますが、今年は新しい年となっておりますので、１,２０

０万円計上しております。 

町長選挙費でございますが、これも今年度ございますので、９９８万９,０００円を

計上させていただいております。 

農業委員会選挙費でございますが、４６ページです。３４５万８,０００円計上させ

ていただいております。 

４７ページに移りまして、土地改良区総代選挙費ですが、これは今年また新たに出て

きたものでございまして、８万７,０００円計上させていただいております。海南・野

上土地改良区の委員の任期が平成２２年１月３日で満了となるもので、第７区の４名を

選出しないといかんわけですが、第７区と申しますのは小畑と動木の一部が対象となる

もので、費用は海南市からの交付金で賄われるものでございます。 

以上で説明とさせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

（総務課長 岡 省三君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、牛居君。 

（企画管財課長 牛居秀行君 登壇） 

○企画管財課長（牛居秀行君）    それでは、企画管財課から２款、総務費、１目、

一般管理費、４目、財産管理費、５目、企画費、１１目、諸費及び２款、５項、統計費

について、総務課と少しダブるところがございますけれども、主な企画管財課所管の予

算をご説明させていただきたいと思います。 

  まず、２８ページをご覧ください。 

  ２款、１項、１目、一般管理費です。このページの１番下にございます１１節、需用

費で消耗品費、２５６万円が計上されておりますが、この中にはコピー用紙購入費とし

て４８万円、一般事務費及び消耗機材費として９８万円、計１４６万円が本庁舎内で使

用する消耗品費として含まれております。 
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また燃料費、２１５万６,０００円の中には庁舎の暖房用として重油代、１５８万８,

０００円が含まれてございます。 

  次のページ、２９ページでございますが、印刷製本費でございますが、業務に使用す

る印刷、コピー代と町の指定封筒、２万枚を印刷する費用でございます。 

電気料・水道料につきましては、本庁舎の光熱水費でございまして、それぞれ５７万

６,０００円と３６万円を計上させていただいております。 

  その下の修繕費、３３万円のうち１８万円につきましては、庁舎備品の修繕取りかえ

費となってございます。 

  １２節、役務費で電話代として１２０万円を計上いたしておりますけれども、これは

庁舎内の１２１台分の電話代でございます。 

  ３行下の浄化槽法定検査手数料、６万３,０００円につきましては、庁舎浄化槽の１

１条検査及び５項目検査の料金でございます。 

  １３節、委託料で、説明事項の一番上の浄化槽維持管理委託料から、中ほどのエレベ

ータ保守点検委託料までと、下から２つ目のボイラー運転点検管理委託料につきまして

は、本庁舎の維持管理に関します委託料でございます。 

  １枚めくっていただきまして３０ページです。 

  １４節、使用料及び賃借料のうち、説明欄の一番上のテレビ聴取料につきましては、

本庁舎内の６台分を計上いたしておりますけれども、平成２１年２月より２台目から半

額となりましたので、平成２０年度予算よりは４万５,０００円の減額となってござい

ます。 

  また４行目、５行目の電話交換機リース料及び清掃用具借上料並びに借地料も本庁舎

に関する費用でございますが、借地料の３５０万４,０００円の内訳につきましては、

本庁舎借地料２９０万６,７８９円と、本庁舎駐車場借地料として５９万６,５４２円で

ございます。 

  続きまして、３１ページをお願いいたします。 

  ４目、財産管理費でございます。１１節、需用費の消耗品費、燃料費は、自動式草刈

り機の替え刃購入費及びその機材の燃料費等でございます。 

  修繕費の８０万円は、町有施設の修理修繕費でございます。 

  １２節、役務費の説明欄の下から２つ目の自動車損害保険料、３１０万３,０００円

につきましては、公用車１３１台分でございます。なお、この１３１台中には消防及び
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消防団の車両も含まれてございます。 

  その下の火災保険料の５０９万円につきましては集会所、学校、消防も含めまして、

町有建物分でございまして、１７２施設、２７７物件分でございます。 

  １３節、委託料の説明欄の一番下の町有地維持管理整備事業委託料の７５万７,００

０円につきましては、国の緊急雇用創出事業の交付金を受けまして、町有地の整備、主

に草刈りでございますけれども、行う費用でございます。 

  １４節、使用料及び賃借料の借地料、１３４万５,０００円につきましては、１１施

設の借地料でございまして、主なものは消防本部の隣地、農耕センター及び旧国吉小学

校運動場などでございますが、前年度、保健福祉課で計上されておりました志賀野保育

所の一部の借地もこのたびこちらの方に計上させていただいております。 

  １枚めくっていただきまして３２ページ、５目、企画費の主なものとして、先ほど総

務課長の方からご説明していただきましたけれども、１３節、委託料、これはかじか荘

の管理委託料でございます。 

  次に、３３ページをご覧ください。 

  ２２節、補償、補填及び賠償金の１,０００万円は、紀美野町土地開発公社の損失補

填金でございまして、売買価格の減額によって生じました損失補填をお願いするもので

ございまして、昨年度に引き続きまして計上させていただいてございます。 

  次に、３８ページをご覧ください。 

  １１目、諸費でございます。１２節、役務費で９８万円の賠償保険料を計上いたして

おりますけれども、これは予防接種によるトラブルや個人情報漏洩に伴います補償、身

体補償、財物賠償等に関します対応費用のための保険料でございます。 

  続きまして、４８ページをご覧ください。 

  ２款、５項、統計調査費でございます。１目の説明は省略させていただきまして、２

目、指定統計費、１節、報酬の３０２万６,０００円につきまして、ご説明申し上げま

す。これは平成２１年度で実施いたします４種類の統計調査でご協力をいただく指導員

や調査員の方々の報酬費用でございます。 

  また１１節、需用費の中の消耗品費につきましては、これらの統計調査に伴います消

耗品購入費用でございます。 

  以上、簡単でございますが、１款、２款中の企画管財課の関係予算について、ご説明

とさせていただきます。 
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（企画管財課長 牛居秀行君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    総務学事課長、森君。 

（総務学事課長 森  勲君 登壇） 

○総務学事課長（森  勲君）    ４０ページをお願いいたします。 

  １３目、町史編纂費です。この事業は美里町史でして、現在、第２巻目を執筆してい

ます。近世、現代の部に入りまして３年目に入ります。一応４年をめどにということで

編集をしております。予算は３５１万４,０００円で、昨年より１６万６,０００円の減

でございます。人件費、需用費で若干減らさせていただいてございます。 

  以上でございます。 

  どうぞよろしくお願いします。 

（総務学事課長 森  勲君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    税務課長、山本君。 

（税務課長 山本倉造君 登壇） 

○税務課長（山本倉造君）    私の方から２款、２項、１目、税務総務費と賦課徴収

費について説明させていただきます。 

  ４１ページ、税務総務費、前年に比べまして４０４万４,０００円の減、９,２８９万

円でございます。 

主な変更点は負担金補助金で、地方税回収機構の負担金が２０万５,０００円減少し

ております。 

もう１つ、２３節、償還金、利子及び割引料で過誤納還付金が１２０万円の減でござ

います。これは平成２０年度にありました所得税の税率変更の分の還付金が終了したた

めでございます。 

４２ページ、２目、賦課徴収費でございます。昨年に比べまして１,３４２万円増の

３,４４１万３,０００円になっています。委託料で約１,３００万円増でございます。

この内訳と申しますと、年金特徴のシステム改修で１,２６０万円、住民税の固定委託

料で８１万６,０００円の増になってございます。 

以上でございます。 

（税務課長 山本倉造君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    住民課長、中尾君。 

（住民課長 中尾隆司君 登壇） 
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○住民課長（中尾隆司君）    ４３ページをお願いします。 

  ２款、３項、戸籍住民基本台帳費、１目、戸籍住民基本台帳費で、本年度、２,５０

５万５,０００円で、対前年度比で２１８万９,０００円の増であります。主なものにつ

きましては職員の人件費の増でございます。 

  また、委託料につきましては１１１万３,０００円の減額となっております。これに

つきましては、前年度は裁判員名簿調整住基システム改修委託料が本年度はなくなった

ものでございます。 

  以上、簡単ですが、説明とさせていただきます。 

（住民課長 中尾隆司君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    次に、第３款から第４款について説明を願います。 

  保健福祉課長、井上君。 

（保健福祉課長 井上 章君 登壇） 

○保健福祉課長（井上 章君）    それでは、私の方からは３款、４款で、保健福祉

課の所管の部分を説明させていただきます。 

  ページは４９ページからでございます。 

  ３款、１項、１目、社会福祉総務費では、職員１０名分の人件費と町社会福祉協議会、

民生児童委員協議会の補助金が主なものでございます。 

  １枚めくっていただいて、５１ページになります。 

２目は飛ばしていただいて、３目の老人福祉費でございます。職員６名の人件費が大

きな部分で、あと、敬老会の運営費用、それからやすらぎ園の負担金、老人保護措置費

が主なものでございます。やすらぎ園負担金につきましては、起債の償還にかかる負担

分を増額しております。それと新規事業として、高齢者ふれあいハウス事業を予定して

おるところでございます。 

  １枚めくっていただきまして、次の５２ページでございます。 

４目、障害者福祉費では、電算システムに要する経費と相談支援事業負担金、自立支

援の介護給付費と地域生活支援事業費の扶助費が主な経費でございます。 

  続いて、１枚めくっていただいて５５ページになります。 

９目へ飛ばしていただきます。９目、総合福祉センター管理運営費につきましては、

総合福祉センターの維持管理に要する経費でございます。 

  １枚めくっていただきまして、次の１０目、長谷毛原健康センター管理運営費につき
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ましても、長谷毛原健康センターの維持管理に要する経費でございます。 

  ５７ページの１３目、介護保険事業費でございます。これにつきましては介護保険事

業特別会計への繰出金ということでございます。 

  ５７ページの３款、２項、１目、児童福祉総務費では、職員１名分の人件費が主なも

のでございます。 

  １枚めくっていただきまして、２目、児童手当費では、小学校修了前までの児童手当

の扶助費が主なものでございます。 

  続いて１枚めくっていただきまして、６０ページ、４目、母子福祉費につきましては、

母子寡婦福祉会の補助金が主な経費でございます。 

  続いて５目、保育所費では、職員と臨時職員の人件費、それから園児１９３名分の賄

い材料費や保育所の管理運営費、それから、第二保育所に併設しております子育て支援

センターの運営費、本年度大きく伸びております費用につきましては、本年新築する第

一保育所の建設経費と管理委託料が大きく増額しておるところでございます。 

  １枚まためくっていただきまして、６３ページになりますけれども、３款、３項、災

害救助費、１目、災害救助費につきましては、例年と同じ計上ということになっており

ます。 

  １枚めくっていただきまして６４ページ、４款、衛生費、１目、保健衛生総務費では、

職員４名分の人件費と海南医師会と契約しております休日在宅当番医の負担金、それか

ら、交付税で措置されております野上厚生病院への負担金が主なものでございます。 

  続いて６５ページ、２目、予防費では、各種予防接種に対する医師等への報償費、１

１節、医薬材料費、インフルエンザ等の予防接種の委託料が主な経費でございます。 

  続いて１枚めくっていただきまして、６６ページの母子衛生費でございます。母子保

健に関する各種健診や研修の事業に要する経費でございます。妊婦健康診査公費負担に

ついては、従来２回助成を行っておったんですけれども、１４回に拡充をして大きく増

額をしておるところでございます。 

  また１枚めくっていただきまして６８ページ、第５目、成人保健対策費につきまして

は、町民の健康保持のために８節、医師への報償費、１１節、需用費と１３節、各種健

診委託料が主な経費でございます。 

  以上、私の所管の部分の説明を終わらせていただきます。 

  どうぞよろしくお願いいたします。 
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（保健福祉課長 井上 章君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    住民課長、中尾君。 

（住民課長 中尾隆司君 登壇） 

○住民課長（中尾隆司君）    ５０ページをお願いいたします。 

  ３款、民生費、２目、国民年金事務費でございます。本年度は１,１７４万円で対年

度比で４２万４,０００円の増額になっております。主なものにつきましては職員の人

件費の増であります。 

  次に、５４ページをお願いします。 

  ５目、老人医療費で本年度１８万４,０００円で、対前年度比で１５万６,０００円の

減額になっております。これにつきましては扶助費の減額で対象者の減によるものでご

ざいます。 

  ６目、重度心身障害者医療費で、本年度、１億４２９万７,０００円で、対前年度比

で９４５万７,０００円の減額です。これにつきましては、扶助費の減額ということで

ございます。 

  ７目、乳幼児等医療費で本年度が１,７５１万１,０００円、対前年度比で２３万９,

０００円の増額でございます。これは主なものにつきましては扶助費の増額となってお

ります。受給者につきましては余り変わりございませんが、医療費の増額を見込んでお

ります。 

  次に、８目、ひとり親家庭医療費につきましては、本年度６２０万９,０００円で、

対前年度比で７４万６,０００円の減額になっております。これにつきましても受給者

につきましては同じ程度でございますが、前年実績から医療費の減を見込んでおります。 

  ５７ページをお願いします。 

  １１目、国民健康保険事業費で本年度８,６１６万円で、対前年度比で１,６９４万８,

０００円の増額であります。これにつきましては国民健康保険事業特別会計への繰出金

でございます。 

  １２目、老人保健事業費で、本年度、５８万３,０００円で、対前年度比で１,４６４

万７,０００円の減額になっております。これにつきましては老人保健医療から後期高

齢者医療費へ移行しまして、前年度から平成２２年度までの間で、老人保健医療の残務

処理を行うということになっております。 

  １つ飛ばしまして１４目、後期高齢者医療費で２億５,６０４万２,０００円で、対前
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年度比で２,９４３万円の増額であります。これは広域連合への負担金と特別会計への

繰出金でございます。 

  ６７ページをお願いします。 

  ４款、衛生費、４目、環境衛生費で９,３１８万９,０００円でございます。対前年度

比で１２８万５,０００円の減額であります。 

  次のページをお願いいたします。 

  主なものにつきましては、委託料の不法投棄のごみ撤収委託料の増額でございます。

また、五色台広域施設組合負担金があわせて１,３３２万４,０００円と、繰出金として、

美里野上簡易水道会計に４,６８２万５,０００円の繰出しでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ６目、公害対策費で５９万３,０００円で、対前年度比で３,０００円の減額でござい

ます。主なものにつきましては役務費の水質検査の手数料でございます。 

  次に、７目、診療所費で３,１３２万７,０００円で、対前年度比で１,０８０万１,０

００円の増額になっております。これにつきましては国民健康保険診療所事業特別会計

への繰出しでございます。 

  次のページをお願いします。 

  ４款、２項、清掃費、１目、清掃総務費で１億３,０４０万７,０００円で、対前年度

比で１,００５万６,０００円の増になっております。主なものにつきましては、海南海

草環境衛生施設組合への負担金が１億２,６４０万８,０００円で、これにつきましては

７０４万７,０００円の増額になっております。主なものは膜分離装置のフィルター交

換が主なものでございます。 

  広域ごみ処理施設整備協議会へ新たに３００万円の分につきましては、新年度におい

て一般廃棄物処理基本計画及び循環型社会形成推進地域計画等の見直しをするとともに、

新たな一部事務組合の設立の準備作業のために要する費用でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ２目、塵芥処理費で１億７,０７２万４,０００円で、対前年度比で８,３５８万５,０

００円の増額になっております。主なものは賃金で１,００４万７,０００円で、これに

つきましては美里区域分の作業分でございます。 

  また需用費の消耗品で８２１万３,０００円で、対前年度比で９０万３,０００円の減

額であります。これにつきましてはごみ袋の枚数の減でございます。 
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  また、修繕費で２５６万１,０００円、対前年度比で９０万５,０００円の増額でござ

います。これにつきましては、ごみ処理場の汚水処理装置の塗装分であります。 

  役務費の販売手数料は前年度対比で４１万８,０００円の減額になります。これにつ

きましては３３６万２,０００円の減額を見込んでおります。 

  委託料で、ごみ収集委託料が前年対比で１,９４１万円の増額で、３,６０９万５,０

００円であります。これにつきましては、野上区域のごみをすべて民間で収集する経費

を組んでおります。冒頭、町長からの海南市へのごみの焼却をお願いするということで、

この分の費用の減額につきましては、次の議会で調整したいと思います。 

  また、一般ごみ焼却委託料につきましては３,８４５万円の増額の５,７００万円にな

りますが、これも野上区域の生ごみを海南市で処分できるということになりましたので、

その分の減額につきましては、次の議会で調整をしていきたいと思います。 

  粗大ごみ処理委託料につきましては、当初では新規になりますが、２,９９８万８,０

００円を計上しております。これは民間に委託をする分であります。 

  そして、美里区域塵埃処理場整備測量設計委託料、２４１万５,０００円につきまし

ては、美里区域の処理場を閉鎖することに伴い、跡地の整備が必要なため、設計をお願

いするものであります。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。 

  よろしくお願いいたします。 

（住民課長 中尾隆司君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    総務学事課長、森君。 

（総務学事課長 森  勲君 登壇） 

○総務学事課長（森  勲君）    ５８ページをご覧ください。 

  ３目、青少年対策費です。この目は青少年の育成活動や非行防止活動、町民一斉清掃

が主な業務でございます。 

内容につきましては、児童生徒の登下校時の巡回パトロール、声かけ運動、春秋のハ

イキング、夏の子どもを守る運動、社会を明るくする運動が主なものでございます。予

算は１,３９０万４,０００円で、昨年より１６１万７,０００円の減でございます。職

員１名、青少年センター長１名の人件費と夏まつり等の補助金が主なもので、減は人件

費と補助金の減でございます。 

  続きまして、６２ページ、６目、児童館運営費です。これは５つの町内の児童館の運
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営費でございます。 

３人の児童更生員、５人の児童更生指導員の報酬と子どもまつり等の事業が主なもの

です。料理教室、読書や遊びの広場等の移動児童館を含む子どものための事業を行って

おります。予算は６２５万２,０００円で、昨年より３６万６,０００円の増でございま

す。これは指導員の人件費の増でございます。 

  続きまして、６３ページ、次ページの学童保育費でございます。これは町内２つの学

童保育所の運営費でございます。指導員３名の賃金が主なものでございます。予算は３

６２万９,０００円で、昨年より８万円の増でございます。これは指導員の人件費の増

でございます。 

  以上、簡単でございますが、よろしくお願いいたします。 

（総務学事課長 森  勲君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    建設課長、山本君。 

（建設課長 山本広幸君 登壇） 

○建設課長（山本広幸君）    ７２ページをお願いします。 

  ４款、衛生費、２項、清掃費、３目、し尿処理費でございます。本年度予算、２,１

０３万８,０００円の予算をお願いするものであります。事業内容は、合併浄化槽普及

のための補助金でございます。前年度と同じ５人槽で３０基、６～７人槽で１８基、８

～５０人槽で２基、合計５０基を見込んでおります。 

  以上、簡単でございますが、説明とさせていただきます。 

（建設課長 山本広幸君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    次に、第５款から第６款について説明を願います。 

  産業課長、増谷君。 

（産業課長 増谷守哉君 登壇） 

○産業課長（増谷守哉君）    それでは、産業課の方から、５款、農林水産業費、６

款、商工費のご説明をさせていただきたいと思います。 

  ページ数、７２ページをご覧ください。 

  ５款、１項、１目、農業委員会費でございます。農業委員会費は農業委員会、それと

農業者年金業務にかかる予算でございます。本年度予算、２,２４８万円、前年度に比

べまして１９万円の増額となってございます。 

  第１節、報酬、３１５万円です。これにつきましては農業委員会の会長の年間報酬費、
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１５万円、会員１名当たりの年間報酬費、１２万円の２５名の経費となってございます。 

  ７３ページをご覧ください。 

  ９節、旅費、４３万５,０００円でございます。この内訳は、このうち費用弁償３９

万円につきましては、農業委員会の研修にかかる旅費でございます。 

  ２目、農業総務費です。これは農業の関係全般にかかる通常の経費でございます。本

年度予算、４,０７２万６,０００円、前年度比６９５万３,０００円の増額となってご

ざいます。これにつきましては、主に職員の給与手当、共済費の増額によるものでござ

います。 

  続きまして、７５ページをご覧ください。 

  ３目、農業振興費、これは産品加工所、農家高齢者創作館、雨山の里公園及び中山間

地域直接支払交付金にかかる予算でございます。本年度予算の６,５９７万１,０００円、

前年度に比べまして４０３万８,０００円の増額となってございます。これにつきつま

しては主に委託料、それから、企業補助金の増額分によるものでございます。 

  １３節、委託料、３３８万２,０００円のうち耕作放棄地対策事業、３００万円につ

きましては、国の緊急雇用創出事業を活用いたしまして、町内の耕作放棄地の解消を図

るために、地域の生活環境に影響している箇所を、特に耕作放棄地の除草、それから、

伐採を行う事業でございます。 

  次に、７６ページをお願いします。 

  １９節、負担金補助及び交付金、６,０５０万３,０００円のうち主なもので紹介をさ

せていただきたいと思います。町農業経営支援事業補助金、４００万円、これにつきま

しては町単独事業として実施しております果樹園等の園内の改良、それから、いのしし

の防護柵にかかる経費に対して一部補助をするものでございます。 

  中山間地域直接支払交付金、５,３１７万円につきましては、中山間地域における農

地を団地として共同で管理していく事業に対して交付されるものでございます。紀美野

町におきましては対象集落、４８集落ございます。 

  続きまして、鳥獣害防止対策事業補助金、２８２万円でございます。いのしし等の有

害鳥獣対策として防護柵の設置、有害鳥獣の捕獲に対して補助金を出すものでございま

す。平成２１年度では防護柵の設置が１.６キロメートル、有害獣の捕獲、これはいの

ししが２７０頭、それとからすが３０羽を予定してございます。 

  続きまして、８０ページをご覧ください。 
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  ２項、１目、林業総務費でございます。林業総務費は、林業関係全般にかかる通常の

経費でございます。本年度予算、５,４６１万１,０００円、前年度に比べまして２,０

４７万９,０００円の増額となってございます。これにつきましては主に事業の委託料、

それと団体への補助金の増加によるものでございます。 

  まず、１３節、委託料、１,７５５万１,０００円のうち、フォレスト・ケアサポート

事業委託料、３９４万５,０００円は、森林の環境保全のために間伐を３０ヘクタール

行う事業で、国の美しい森林づくり基盤整備交付金、それと紀の国森づくり基金を活用

いたしまして、森林組合の方で施業をしていただくものでございます。 

  次に、美しい里づくり事業、７４０万円につきましては、これも同じく紀の国森づく

り基金による事業で、間伐、下草刈り、山林整備や、桜、もみじ等の植栽を行う事業で

ございます。この事業につきましても、紀美野町まちづくり推進協議会の方で事業委託

するものでございます。 

  次に、まちづくり推進事業委託料、３５６万円につきましては、県の方の海草振興局

の地域政策推進事業、いわゆる県のコンペ事業として町の花である桜の植樹、それと町

の特産品の開発を進めるという事業でありまして、これにつきましては、紀美野町まち

づくり推進協議会に委託する事業でございます。 

  移住交流・田舎暮らし支援事業委託料、２６１万４,０００円につきましては、国の

ふるさと雇用再生特別交付金事業を活用いたしまして、移住定住者向けのホームページ

の開設や各種研修の実施、それから空き家調査等など、移住者をサポートしていくため、

きみの定住を支援する会へ事業を委託するものでございます。 

  次に、８１ページをご覧ください。 

  １９節、負担金補助及び交付金、１,３０７万３,０００円のうち、森林整備地域活動

支援交付金、５６４万円につきましては、森林の持っている多くの機能を十分発揮させ

るため、施行計画を立てて活動する団体を対象として支援する事業でございます 

このほか、団体補助として町農林商工まつり実行委員会へは８０万円、美里柿の市イ

ベント委員会には５０万円、紀美野ふるさと村運営委員会へは、当委員会において実施

する貸し農園整備事業、３００万円を含めまして、合計で３４０万円の補助を行ってお

ります。 

まちづくり推進協議会補助金は１５０万円、きみの定住を支援する会補助金は５０万

１,０００円でございます。 
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２目、林道維持費をご説明させていただきます。この林道維持費においては、産業課

としましては、１３節、委託料の里山環境保全事業委託費、１７０万円のみでございま

す。この事業は国の緊急雇用創出事業を活用いたしまして、観光施設と周辺の林道沿い

の里山の景観、そしてまた、環境を整備していくための竹林の伐採や間伐作業を実施す

るものでございます。 

８３ページをご覧ください。 

３項、１目、水産業振興費、本年度予算は５８５万２,０００円、前年度比、１９７

万６,０００円の増額となっております。これにつきましては事業委託料の増額による

ものでございます。 

１３節、委託料、貴志川環境保全事業委託料、２３５万２,０００円、これは同じく

国の緊急雇用の創出事業を活用いたしまして、貴志川のあゆつりの環境改善のために川

に生えておりますアセを刈っていこうという事業でございます。貴志川漁協に委託をす

るものでございます。 

１９節、負担金補助及び交付金は貴志川漁協への補助金でございます。内容は事務所

施設の管理補助、４０万円、あゆ放流補助、２８０万円、あまご放流補助、３０万円と

なってございます。 

６款、１項、１目、商工振興費でございます。本年度予算、１,８０８万９,０００円、

前年度に比べまして１３４万円の増額となってございます。これにつきましては、主に

団体補助金の増額によるものでございます。 

１９節、負担金、補助及び交付金で、町商工会補助金、１,２０８万円の補助がござ

います。 

シルバー人材センターへの補助は、現在、町へ出向している職員２名のうち１名にか

わり、人材センターで新たに雇用をする職員を採用する経費を含みまして、５５０万円

となってございます。 

  ８４ページをお願いします。 

  ２目、観光費、本年度予算、１,７２２万５,０００円、前年度に比べまして９０３万

２,０００円の増額となってございます。これにつきましては、主に委託料及び工事費

の増額によるものでございます。 

  １３節、委託料、８５２万７,０００円のうち、施設管理委託料、２４０万円につき

ましては、生石山の「山の家おいし」の指定管理者への委託料でございます。生石高原
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童謡トイレバリアフリー化工事設計管理委託料、２９万８,０００円、これは今現在あ

る童謡トイレの隣に、高齢者や体の不自由な方がご利用しやすいように、多目的トイレ

を１棟別に増設する工事設計の管理費でございます。 

  次、県立自然公園生石高原すすき草原育成保全整備事業委託料、２９６万７,０００

円、これにつきましては国の緊急雇用創出事業を活用いたしまして、すすき草原の保全

のための草原内の灌木等を伐採する事業でございます。 

  ８５ページをご覧ください。 

  県立自然公園ツアーガイド事業委託料、２３１万円は、国のふるさと雇用再生特別交

付金事業を活用いたしまして、生石高原の植物の調査、高原ガイドマップ、ツアーガイ

ド育成事業等々を生石山の大草原保存会の方に委託をする事業でございます。 

  １５節、工事請負費、生石高原童謡トイレバリアフリー化工事、５２１万６,０００

円、これは委託にもありましたとおり既存の童謡トイレの隣に多目的トイレ１棟を建設

するものであります。 

  以上、説明とさせていただきます。 

  よろしくお願いします。 

（産業課長 増谷守哉君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    建設課長、山本君。 

（建設課長 山本広幸君 登壇） 

○建設課長（山本広幸君）    ７６ページをお願いします。 

  ５款、４目、耕地総務費です。本年度予算、６,４５０万６,０００円を予算計上して

おります。主なものは、５人の職員の給料や手当等でございます。 

  １９節、負担金、補助金及び交付金としては、主に県営農免山畑地区の負担金として

３５８万４,０００円で、本年度は、事業費としては２,１００万円の事業を計画してい

ただいております。 

  続きまして、２８節、繰出金ですが、農業集落排水事業特別会計への繰出金でござい

ます。 

  ７７ページ、５目、農道整備事業費です。本年度予算、２,５６２万７,０００円を予

算計上しております。主なものは１名の職員の給料手当等と１５節、工事請負費で、段

子峰地区農道整備工事として、２,０００万円で、延長１２０メートルの開設を予定し

ております。 
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  続きまして、６目、農業用施設維持費です。本年度予算としては８００万円を予算計

上しております。事業内容は、１５節、工事請負費で、農道や水路、ため池等の補修工

事として４００万円をお願いするものであります。また、補修用の材料支給として、生

コンクリート、Ｕ字溝、用水用パイプ等の予算、４００万円を計上しております。 

  続きまして、７９ページをお願いします。 

  ５款、８目、小規模土地改良事業です。本年度予算として１,１００万５,０００円を

予算計上しております。事業内容の主なものは、１５節、工事請負費の福田湯水路改修

工事、西野地内で延長１９０メートルの改修と宝湯水路改修工事で、長谷宮地区ですが、

延長１９５メートルの改修の予算をお願いするものでございます。 

  次に、８１ページをお願いします。 

  ５款、２項、２目、林道維持費です。本年度予算、７１５万円を予算計上しておりま

す。事業内容の主なものは、７節、賃金で、林道の維持作業による法面の崩土や側溝の

土砂取り除き、草刈り等の作業に係る賃金として２７７万２,０００円を予算計上して

おります。 

  次に、１３節、委託料で、雑草等刈取については旧野上管内の林道２路線分の草刈り

等で、２３万３,０００円を予算計上しております。 

  ８２ページをお願いします。 

  １５節、工事請負費で、維持補修工事や毛原勝谷線路面補修工事に係る１４８万円と、

１６節、維持補修材料としてアスファルト補修用のレミファルト、また冬場の路面凍結

防止材の塩カル等の原材料として４０万円をお願いするものでございます。 

  続きまして、３目、林道整備事業費です。本年度予算、５,２１９万７,０００円を予

算計上しております。主な内容は職員１名の人件費と、１５節、工事請負費の林道毛原

滝ノ川線開設工事に係る４,６３０万１,０００円でございます。延長３９０メートルの

開設を予定しております。 

  以上、簡単ですが、よろしくお願いします。 

（建設課長 山本広幸君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    地籍調査課長、西山君。 

（地籍調査課長 西山修平君 登壇） 

○地籍調査課長（西山修平君）    予算書の７８ページ、７９ページをご覧いただき

たいと思います。 
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  地籍調査の進捗状況ですが、調査完了面積、８２.２９キロ平方メートル、進捗率は

６４.１％となっております。平成２１年度の地籍調査事業につきましては、箕六地区

の西原、谷西、焼尾谷の３地区及び三尾川地区の菖蒲、寺原、前畑、後畑、長津呂の５

地区は、平成２０年度の現地調査に引き続きまして、地籍図並びに地籍簿の作成を行い

ます。また、三尾川地区の椎木谷地区、１.４８キロ平方メートル及び鎌滝地区の下穏

地、上穏地の２地区の０.５６キロ平方メートルにつきまして、本年度に現地調査を実

施いたします。 

  予算の概要でございます。本年度より、現地調査の一部を業者に委託することといた

しました。前年度当初予算と比較いたしますと、職員３名の減などにより、人件費で１,

６３３万６,０００円の減額、一方、地籍調査業務の委託料で１,５５０万６,０００円

の増額、また、消耗品費等の需用費で１２８万円の減額など、あわせて２１９万２,０

００円を減額し、総額１億５９３万８,０００円をお願いするものでございます。 

  なお、詳細につきましては、予算説明資料の６５ページから６７ページに掲載されて

ございます。原案どおりご可決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

（地籍調査課長 西山修平君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    しばらく休憩します。 

  再開は２時４５分から。 

休 憩 

（午後２時３０分） 

―――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き、会議を再開します。 

（午後２時４５分） 

○議長（美野勝男君）    次に、第７款から第８款について説明を願います。 

  建設課長、山本君。 

（建設課長 山本広幸君 登壇） 

○建設課長（山本広幸君）    それでは、８５ページをお願いします。 

  ７款、１項、１目、土木総務費です。 

  本年度予算、２,２５１万４,０００円を予算計上しております。主な内容ですが、職

員２名の人件費でございます。 
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  ８６ページをお願いします。 

  １３節、委託料で、道の駅基本構想として５０万円を計上しております。これにつき

ましては、野鉄代替道路や国道３７０号線沿いで道の駅敷地として設置できる場所、立

地条件等を地図上で何カ所かを検討していただくものであります。 

  １４節、使用料及び賃借料として、土木積算システム使用料や道路３路線の借地料等

で３２４万３,０００円をお願いするものでございます。 

  ８６ページから８７ページの１９節、各種協議会の分担金として１３９万５,０００

円をお願いするものであります。 

  続きまして、同じ８７ページの７款、２項、１目、道路橋りょう維持費です。本年度

予算、３,７５９万６,０００円を予算計上しております。事業内容は、町道の維持管理

作業と災害等による法面の崩土や側溝の土砂取り除きに係る賃金、２７７万２,０００

円と、１４節にそれに伴う重機借上料の４３万６,０００円を予算計上しております。 

  １３節、委託料で４９４万８,０００円の予算計上をしております。前年度になかっ

た道路環境保全事業委託料として６６万２,０００円を予算計上しております。これに

つきましては、緊急雇用創出事業として、町道サンリゾートラインの雨山トンネル入り

口付近の桜の木を植栽した法面を草刈り等の作業により整備を行うものであります。 

  次に、８８ページをお願いします。 

  １５節、町道の維持修繕及び舗装生活関連工事として２,５６０万円と、１６節に維

持補修に必要な生コンクリート、レミファルト、塩化カル等原材料として３４１万４,

０００円を予算計上しております。 

  続きまして、２目、道路橋りょう新設改良費です。本年度予算、４億４,９０２万２,

０００円を予算計上しております。前年度より８,９９２万１,０００円の減額となって

おります。予算の内容ですが、職員４名の給料や諸手当を予算計上しております。 

  ８９ページをお願いします。 

  １３節、委託料ですが、新たに町道平中通り２号線の２期工区として、現開設地点よ

り延長６７０メートルをもって南側の県道奥佐々阪井線に延伸するものであります。ま

た、野中地内の国道３７０号の完成に伴い、神野保育所付近の町道神原線を国道へ連絡

すべき延伸の測量設計費を予算計上しております。 

  次に、１５節、工事請負費については３億４,６７０万２,０００円を計上しておりま

す。前年度で完成路線もありますが、新たに福田松瀬線改良工事や中津川名寄線、庄田
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坪線の改良工事を予算計上しております。 

  ９０ページをお願いします。 

  １７節、公有財産購入費ですが、平中通り２号線に、２期工区の延伸に伴う用地買収

費や２２節で立木建物の補償費を予算計上しております。 

  続きまして、９１ページをお願いします。 

  ７款、４項、１目、公園費です。予算は４８万６,０００円を計上しております。事

業内容は、くすのき公園の維持管理です。１２節、役務費で浄化槽法定検査及び清掃手

数料等で２５万１,０００円、１３節、委託料で、トイレの清掃管理と公園の草刈り等

９万４,０００円をお願いするものでございます。 

  続きまして、７款、５項、１目、建設残土処理費です。本年度予算、４,４２７万５,

０００円を予算計上しております。事業内容としては、海南市・紀美野町内で公共工事

の工事から発生する残土を適切に処理をし、公共工事の円滑な運営並びに生活環境の保

全に資することを目的にしております。それに伴う残土処理の敷きならしや転圧、処理

場の管理委託等と残土処理場や周辺の排水路の改善工事が主な事業予算になっておりま

す。本年度での残土処理の受け入れ量、２万６,０００立米を見込んでおります。 

  以上、まことに簡単ではございますが、予算の説明とさせていただきます。 

（建設課長 山本広幸君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、牛居君。 

（企画管財課長 牛居秀行君 登壇） 

○企画管財課長（牛居秀行君）    それでは、９０ページをご覧ください。 

  ７款、３項、住宅費でございます。前年度比で２３万８,０００円の減額となってご

ざいますけれども、主な原因につきましては、修繕費及び借地料の減額によるものでご

ざいます。 

  １１節、需用費で、修繕費を１９０万円計上させていただいておりますけれども、こ

れは町営住宅の修繕や老朽化に伴います修理費用でございます。 

  １４節、使用料及び賃借料で、借地料として５５５万２,０００円計上しております

けれども、町営住宅が建っております土地の借地料でございまして、１５団地分でござ

います。 

  以上、簡単でございますが、ご説明とさせていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 
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（企画管財課長 牛居秀行君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    消防長、七良浴君。 

（消防長 七良浴光君 登壇） 

○消防長（七良浴光君）    ９２ページをお願いします。 

  ８款、消防費、１項、消防費、１目、常備消防費、前年度に比べまして７９１万５,

０００円増の２億８,９９８万１,０００円をお願いするものでございます。 

  増額の主な理由といたしまして、４月１日より職員を１名増員していただくためのも

のが、７９１万５,０００円の主な理由となります。 

  節の中で９４ページ、委託料の３９６万９,０００円のうち、システム保守委託料、

１９５万９,０００円につきましては、司令室の発信地表示システム装置保守管理、１

４５万５,０００円と、救急統計システム保守管理が５０万４,０００円、その下の機器

等保守点検委託料、１７６万２,０００円につきましては、消防署の司令室無線機並び

に消防車両に積載しております無線機の維持管理費が１４万円、救急車に搭載しており

ます除細動器の定期点検が２６万円、司令室の電話設備の保守点検管理が１０万２,０

００円、指令装置の設備の保守管理が１２６万円となっております。 

  また、１５節、工事請負費でございます。５５万２,０００円計上させていただいて

おります。緊急メール１１９番通報システム設置工事ということで計上させていただい

ておりますけれども、現在、ＮＴＴエルモードサービスにより、聴覚難聴者からの１１

９番通報が受信できる状況でありますが、平成２２年３月末にエルモードサービスが廃

止されると、ＮＴＴより通知がございましたので、エルモードにかわる代替手段として、

今回、緊急メール１１９番通報システムの構築をお願いするものであります。 

  ９５ページをお願いします。 

  １８節、備品購入費、消防用備品、３４４万８,０００円の内訳でございます。ポン

プ車の消防用吸管、１２万７５０円、無線機、消防車両用（２基）、６９万３,０００

円、災害現場指揮本部用可搬無線機１基、５９万８,５００円、同アンテナ、１６万５,

９００円、救助用ロープ、２５万２,０００円、救助用カナビラ、１３万７,１７２円、

空気呼吸器（３基）１１０万２,５００円、空気ボンベ３本、３７万８,０００円が主な

ものでございます。 

  同じく２目、非常備消防費でございます。前年に比べ７８６万３,０００円減額の５,

１７６万９,０００円をお願いしているものでございます。減額の主な理由は、平成２
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０年度には消防団員５８６名の新活動服の購入をいただきましたので、その事業の減と

いうことが主なものでございます。 

  ９６ページ、８節、報償費をお願いします。 

  ２６９万３,０００円の内訳でございますが、これにつきましては消防訓練初め式の

記念品の費用並びに出動手当、訓練手当、年末警戒費用等でございます。 

  また、９７ページの１８節、備品購入費、４８４万８,０００円の内訳につきまして

は、消防団員の活動用備品の購入、各分団器具庫への資機材の購入、消防団ホースの購

入、小型動力ポンプ（２基）を更新するということで、計４８４万８,０００円をお願

いするものでございます。 

  ３目、水防費につきましては、前年と変わらず４０万円をお願いしているわけでござ

いまして、１８節、備品購入費につきましては、災害用といたしまして、ハンマー２丁

を各分団庫に備える、またバール２丁も各分団庫、２５部あるわけでございますが、そ

ちらの方に備えるということで計上をさせていただいておりますので、よろしくお願い

したいと思います。 

  以上です。 

（消防長 七良浴光君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    次に、第９款から最後まで説明を願います。 

  総務学事課長、森君。 

（総務学事課長 森  勲君 登壇） 

○総務学事課長（森  勲君）    ９７ページをご覧いただきたいと思います。 

  ９款、教育費でございます。教育費の総額は３億６,６５２万４,０００円で、昨年よ

り２億５,０２１万９,０００円の減でございます。この主なものといたしまして、スポ

ーツ公園の整備が終わりました。それと、長谷毛原中学校の耐震補強工事が終わったた

めでございます。 

  １項、教育総務費から説明させていただきます。 

  １目、教育委員会費です。これは教育委員４名の報酬が主なものでございます。予算

は１２８万７,０００円で、昨年より７万７,０００円の増でございます。これは教育委

員の研修旅費でございます。 

  ９８ページをお願いいたします。 

  事務局費でございます。これは教育長及び総務学事課職員の人件費が主なものでござ
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います。昨年より１,４９１万円の減となっております。これは人件費の減でございま

す。 

  続きまして、９９ページをお願いいたします。 

  ３目、教育諸費でございます。この項目は児童生徒や職員の健康、医療、スクールバ

スの運行費、外国人指導助手２名の費用、それから、小中学校の共通部分や休校等の運

営費負担金等、また、学校のモデル事業や研究会の補助金、それから、学校教育支援員

４名の費用、特別支援学校への通学費、学校の管理費が主なものでございます。予算は

４,１３３万８,０００円で、昨年より１３万２,０００円の増でございます。これは外

国人指導助手の報酬と赴任旅費が主なものでございます。 

  続きまして、１０２ページをお願いいたします。 

  ２項、小学校費でございます。 

１目、学校管理費です。これは４つの小学校の管理費でございます。小学校の児童数

は４５２人で、昨年より２４人減ってございます。予算は４,９９５万８,０００円で、

昨年より２００万１,０００円の減でございます。主なものは人件費と需用費の減でご

ざいます。 

  続きまして、１０４ページをお願いいたします。 

  ２目、教育振興費です。これは児童の就学援助等の保護者負担の軽減や教材の充実を

図るものでございます。予算は９０６万５,０００円で、昨年より１２３万２,０００円

の増でございます。主なものといたしまして理科備品、指導教科書、扶助費の増でござ

います。 

  続きまして、１０５ページをお願いします。 

  ３項、中学校費、１目、学校管理費です。この目は３つの中学校の管理費でございま

す。中学校の生徒数は２４１人で、昨年より１７人減ってございます。予算は２,２３

２万１,０００円で、昨年より１,９９８万４,０００円の減でございます。主なものは

長谷毛原中学校の耐震補強が終わったためでございます。人件費も少し減ってございま

す。 

  続きまして、１０６ページをお願いいたします。 

  ２目、教育振興費でございます。この目は、生徒の就学援助等の保護者負担の軽減や

教材の充実を図るものでございます。予算は８６１万４,０００円で、昨年より１６３

万２,０００円の増でございます。主なものといたしまして理科備品、指導教科書と扶
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助費が増加してございます。 

  続きまして、飛びまして、１１１ページをご覧いただきたいと思います。 

  ４項、社会教育費、５目、文化財保護費でございます。この目は、文化財審議委員の

報酬と文化財保護の補助金が主なものでございます。昨年と変わりございません。 

  以上、簡単でございますが、説明とさせていただきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

（総務学事課長 森  勲君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    生涯学習課長、新家君。 

（生涯学習課長 新家貞一君 登壇） 

○生涯学習課長（新家貞一君）    生涯学習課の当初予算について、ご説明させてい

ただきます。 

  私は、９款、教育費、４項、社会教育費及び５項、保健体育費についてご説明をさせ

ていただきます。１０７ページをお願いします。 

  初めに、４項、社会教育費、１目、社会教育総務費でございますが、２,７２４万３,

０００円でございます。これは非常勤職員である社会教育委員及び社会教育指導員の報

酬、それから、一般職員の人件費が主なものでございます。 

  次に、１０８ページをお願いします。 

  ２目、生涯学習振興費でございますが、４５４万３,０００円でございます。これは

生涯学習振興のための各種教室、講座、高齢者学級等の講師謝礼及び町民大学講座及び

文化祭等の開催補助金、地域学習グループの補助金が主なものでございます。 

  ３目、公民館費でございますが、１,６８１万５,０００円でございます。これは中央

公民館、小川公民館、志賀野公民館、３館の管理運営費で、非常勤職員の公民館主事等

の報酬、施設の維持管理費及び花いっぱい運動補助金が主なものでございます。 

  １１０ページをお願いします。 

  ４目、人件費、人権教育費でございますが、１,００４万９,０００円でございます。

これは人権教育の推進及び啓発のための職員の人件費及び人権委員会への啓発事業の委

託料が主なものでございます。 

  １１１ページをお願いします。 

  ６目、新子どもプラン事業、これはふれあいルームと通学合宿事業でございます。９

４万４,０００円でございますが、ふれあいルーム事業については、地域の教育力を活
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用して、子どもたちが２カ所の公共施設において合宿しながら学校へ通う通学合宿の事

業費でございます。 

  ７目、みさと天文台管理運営費でございますが、２,８５４万４,０００円でございま

す。これは研究員職員３名の人件費と天文教室イベント等の謝礼及び施設の維持管理費

が主なものでございます。 

  １１３ページをお願いします。 

  ８目、セミナーハウス未来塾管理運営費でございますが、３２５万円でございます。

これは本年４月１日より指定管理者に指定する団体に３００万円でお願いする施設管理

委託料が主なものでございます。４０１万８,０００円の減額となってございます。 

  次に、１１３ページ、９目、文化センター管理運営費でございますが、１,６８２万

６,０００円でございます。これは臨時職員等の人件費、文化振興事業委託料及び施設

の維持管理費が主なものでございます。 

  １１４ページをお願いします。 

  １０目、真国区民センター管理運営費でございますが、この施設には出張所と診療所

業務とが入ってございます。総額、１５５万２,０００円でございます。これは臨時職

員の賃金及び施設の維持管理費が主なものでございます。 

  １１目、自然体験世代交流センター管理運営費でございますが、３６９万８,０００

円でございます。これは臨時職員の賃金、各種教室、講座等の講師謝礼及び施設の維持

管理費が主なものでございます。 

  １１６ページをお願いします。 

  ５項、保健体育費、１目、保健体育総務費でございます。１,６４３万１,０００円で

ございます。これは非常勤職員である体育指導員の報酬及び一般職員の人件費及び各種

大会の補助金等が主なものでございます。 

  １１７ページ、体育施設管理費でございますが、２,１０１万円でございます。これ

は農村総合センターの臨時職員等の賃金及び紀美野スポーツ公園、武道館、勤労者体育

センター、農村総合センター等の施設を維持管理していただく管理費が主なものでござ

います。 

  非常に簡単ではございますが、生涯学習課の管轄の予算の説明とさせていただきます。 

  よろしくお願いします。 

（生涯学習課長 新家貞一君 降壇） 
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○議長（美野勝男君）    総務課長、岡君。 

（総務課長 岡 省三君 登壇） 

○総務課長（岡 省三君）    それでは、私の方から１１９ページの公債費について

ご説明申し上げます。 

  公債費の元金でございますが、昨年度に比べまして１億１,６１１万４,０００円減の

１３億５,３１５万９,０００円となります。これは長期債の繰上償還等を行ったために

減っておるのが要因でございます。 

  利息ですが、２,９８９万７,０００円減の２億１,６７６万４,０００円となっており

ます。 

  公債諸費は、前年度に比べまして７万８,０００円の減となっております。 

  諸支出金で基金費でございます。 

  財政調整基金でございますが、１８万５,０００円の減で、１５２万６,０００円とな

っております。これは財政調整基金の利息等を積み立てるものでございます。 

  減債基金では、５０万４,０００円増の５０万８,０００円となっております。 

  続きまして、１２０ページをご覧いただきたいと思います。 

  ふるさと創生基金では、前年度と同額でございます。 

  土地開発基金でございますが、２,０００円の増となっております。 

  河川浄化推進事業基金費では、４万６,０００円の減となっております。 

  美里温泉かじか荘基金費では、３万２,０００円の減となっております。 

  水産業振興基金では、１万１,０００円減の１万３,０００円となっております。 

  上芝貞雄文化・教育振興基金では、１,０００円増の１９万４,０００円となっており

ます。 

  地域振興基金では、１４万６,０００円増の１７万４,０００円となっております。 

  地上デジタル放送中継施設の基金でございますが、３８万７,０００円を計上するも

のでございます。これは加入金等の基金の積み立ての利息等を積み立てるものでござい

ます。 

  合併振興基金ですが、１億３,０４３万円の計上を新たにするものでございます。 

  ふるさとまちづくり応援基金では１０万１,０００円増で、これも新しく計上するも

のでございます。 

  予備費では、前年度と同じ額を計上いたしております。 



－８８－ 

  以上で総務課関係の説明を終わらせていただきます。 

  よろしくお願いいたします。 

（総務課長 岡 省三君 登壇） 

○議長（美野勝男君）    以上で説明が終わりましたが、説明漏れ等ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎日程第３８ 議案第３５号 平成２１年度紀美野町国民健康保険事業特別会計予算につ 

              いて  

◎日程第３９ 議案第３６号 平成２１年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計予 

              算について 

◎日程第４０ 議案第３７号 平成２１年度紀美野町老人保健事業特別会計予算について 

◎日程第４１ 議案第３８号 平成２１年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算につい 

              て 

○議長（美野勝男君）    日程第３８、議案第３５号、平成２１年度紀美野町国民健

康保険事業特別会計予算について、日程第３９、議案第３６号、平成２１年度紀美野町

国民健康保険診療所事業特別会計予算について、日程第４０、議案第３７号、平成２１

年度紀美野町老人保健事業特別会計予算について及び日程第４１、議案第３８号、平成

２１年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算についてを一括議題とします。 

  説明を願います。 

  住民課長、中尾君。 

（住民課長 中尾隆司君 登壇） 

○住民課長（中尾隆司君）    それでは、１２９ページをお願いいたします。 

議案第３５号 平成２１年度紀美野町国民健康保険事業特別会計予算 

 平成２１年度紀美野町の国民健康保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算） 

   第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１４億５,７８５万１,０００円

と定める。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

  （歳出予算の流用） 
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   第２条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

   （１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一

款内でこれらの経費の各項の間の流用 

                 平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １３６ページをお願いします。 

  ２の歳入でございます。 

  １款、国民健康保険税、１目、一般被保険者国民健康保険税で、本年度、２億３,８

７１万５,０００円で、前年対比で１,４６５万３,０００円の増額でございます。これ

につきましては税の見直しによるものでございます。 

  ２目、退職被保険者等国民健康保険税で２,８４５万８,０００円で、対前年度比で６

００万６,０００円の増額でございます。これにつきましても税の見直しによるもので

ございます。 

  次のページをお願いします。 

  ３款、国庫支出金、１目、療養給付費等負担金で２億６,４０１万円でございます。

前年対比で６,３１４万６,０００円の増で、これにつきましては現年度分の増加であり

ます。 

  ２目、高額医療費共同事業負担金で１,２１３万２,０００円で、対前年度比で１４万

円の増額でございます。 

  ３目、特定健康診査等負担金で２８５万４,０００円で、対前年度比で１７９万７,０

００円の増額であります。 

  ３款、国庫支出金、２項、国庫補助金、１目、財政調整交付金につきましては、普通

調整交付金、特別交付金の額で１億５,９３０万円、対前年度比で１,４５１万５,００

０円の増を見ております。 

  次のページをお願いします。 

  ４款、療養給付費等交付金、１目、療養給付費等交付金、本年度、８,５７７万９,０

００円で、対前年度比で９４２万３,０００円の減であります。これは退職者医療の対

象者の減によるものでございます。 

  ５款、前期高齢者交付金、１目、前期高齢者交付金、２億９,３５２万４,０００円で、

対前年度比で１億３４４万８,０００円の減額であります。これは算定方法の見直しに
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よるものでございます。 

  ６款、県支出金、１目、高額医療費共同事業負担金、１,２１３万２,０００円、対前

年度比で１４万円の増額でございます。 

  ２目、特定健康診査等負担金、２８５万４,０００円、対前年度比、１７９万７,００

０円の増額でございます。 

  ２項、県補助金、１目、県補助金、５,９３０万円、対前年度比、９１１万８,０００

円の増額で、これは給付費の伸びによるものでございます。 

  次のページをお願いします。 

  ７款、共同事業交付金、１目、共同事業交付金、本年度、１億８,１１３万５,０００

円、対前年度比で４１４万円の減額でございます。これは高額の拠出金が減額したため

でございます。 

  続いて飛びまして、１０款、繰入金、１目、一般会計繰入金、８,６１６万円、対前

年度比で１,６９４万８,０００円の増額でございます。主なものは一般会計繰入金と通

常分とあわせ、４,４１７万７,０００円の繰入をお願いするものでございます。 

  ２目、財政調整基金繰入につきましては３,０００万円で、対前年度比で１４８万９,

０００円の増額でございます。 

  １４１ページをお願いします。 

  歳出、１款、総務費、１目、一般管理費、７４８万４,０００円、対前年度比で１３

７万７,０００円の増額でございます。主なものにつきましては、需用費の印刷製本費

で９２万２,０００円の増額で、１３２万６,０００円になるものでございます。これは

保険証等の制作が主なものでございます。 

  また、役務費の郵便料が２９万１,０００円の増額で、１１１万８,０００円になりま

す。これは郵送方法が簡易書留になるためでございます。 

  委託料につきましては、前年とほぼ同額であります。 

  次のページをお願いいたします。 

  ２項、徴税費、１目、賦課徴収費で、本年度、２２９万８,０００円で、対前年度比

で４１万３,０００円の増額であります。主なものにつきましては需用費の印刷製本費

で３３万９,０００円の増額で、８５万５,０００円になるものでございます。これは納

税通知書等の制作費が主なものでございます。 

  ２款、保険給付費、１目、療養給付費、７億９,３００万円、対前年度比で６,８００
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万円の増額であります。これは給付費の実績を見込んでのものでございます。 

  次のページをお願いします。 

  ２項、退職被保険者療養諸費、１目、療養給付費、７,１００万円、対前年度比で２,

０００万円の減額であります。これは給付費の実績を見込み、減額をするものでござい

ます。 

  ４項、高額療養費、１目、一般被保険者高額療養費、７,６００万円、対前年度比で

１５０万円の減額であります。２目、退職被保険者高額療養費、９１０万円で、対前年

度比、３４０万円の減額であります。これにつきましては対象者の減を見込んでおりま

す。 

  次のページをお願いします。 

  ６項、出産育児諸費、１目、出産育児一時金、５９０万円で、対前年度比で６５万円

の増額であります。これは出産一時金の引き上げによるものを見込んでおります。 

  次のページで、７項、葬祭費、１目、葬祭費、７２万円で、対前年度比で８万円の減

額で、これは対象者の減によるものを見込んでおります。 

  ３款、後期高齢者支援金等、１目、後期高齢者支援金、１億６,０２８万８,０００円、

対前年度比で８３１万５,０００円の増額でございます。これは若者の支援分の増額で

ございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ５款、老人保健拠出金、１目、老人保健医療費拠出金、本年度で５８万２,０００円、

対前年度比で２,７６３万６,０００円の減額であります。これにつきましては平成２２

年度までの残務処理分でございます。 

  ６款、介護納付金、１目、介護納付金、６,４１７万６,０００円、対前年度比で１９

０万円の減額であります。 

  ７款、共同事業拠出金、１目、高額医療費拠出金、４,８５２万９,０００円、対前年

度比で５５万７,０００円の増額でございます。これが国保連合会に納付するものでご

ざいます。 

  ３目、保険財政共同安定化事業拠出金、１億５,６８７万２,０００円、対前年度比で

４４１万９,０００円の減額でございます。 

  次のページをお願いします。 

  ８款、保健事業費、１目、特定健康診査等事業費、本年度、９４９万６,０００円、
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対前年度比で９１万５,０００円の減額であります。主なものは需用費で、３１万４,０

００円の減額と委託料の２０万９,０００円の減額が主なものでございます。 

  ２項、保健事業費、１目、疾病予防費、９１９万１,０００円、対前年度比で７４万

３,０００円の増額であります。 

  次のページをお願いします。 

  主なものにつきましては、委託料の人間ドック委託料が１３０万４,０００円の増額

で７１４万９,０００円であります。これは人間ドックの受診者が増額しておりますの

で、増の分を見込んでおります。 

  ９款、諸支出金、２項、繰出金、１目、繰出金、５３０万円、対前年度比で２９０万

円の減額であります。これにつきましては厚生病院、また国保直営診療所への繰出金の

減額でございます。 

  以上で、国民健康保険事業特別会計予算の説明でございます。 

  続いて１５１ページをお願いします。 

議案第３６号 平成２１年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計予算 

 平成２１年度紀美野町の国民健康保険診療所事業特別会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算） 

   第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億１,０６５万９,０００円と

定める。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

                 平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １５６ページをお願いします。 

  ２の歳入でございます。 

  １款、診療収入、１目、外来収入、本年度、７,３６３万２,０００円で、対前年度比

で１,６２６万６,０００円の減額であります。主なものにつきましては、それぞれの診

療収入の減によるものでございます。 

  ３款、繰入金、１目、一般会計繰入金、３,１３２万７,０００円、対前年度比で１,

０８０万円の増額でございます。これは一般会計からの繰入をお願いするものでありま

す。 
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  ２目、国民健康保険事業特別会計繰入金、５００万円、対前年度比で１００万円の減

額で、これは調整交付金として国保会計からの繰入の分でございます。 

  １５８ページをお願いします。 

  ３の歳出、１款、総務費、１目、一般管理費、本年度、６,１３７万７,０００円、対

前年度比で２３９万円の減額であります。主なものにつきましては職員の給与費等で、

１７７万３,０００円の減額でございます。これは職員の配置によるものでございます。 

  また、役務費で５０万６,０００円の減額で、主なものにつきましては浄化槽の清掃

手数料の減であります。 

  次のページをお願いいたします。 

  ２款、医業費、１目、医療用機械機器費、５０７万２,０００円で８７万１,０００円

の増額でございます。主なものにつきましては、備品購入費で心電計１台を予定してお

るのが主なものでございます。 

  次のページをお願いします。 

  ３目、医薬品衛生材料費、４,１００万円、対前年度比で４６０万円の減額になって

おります。 

  以上が、平成２１年度国民健康保険診療所事業特別会計予算の説明でございます。 

  続きまして、１６５ページをお願いします。 

議案第３７号 平成２１年度紀美野町老人保健事業特別会計予算 

 平成２１年度紀美野町の老人保健事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

   第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３７４万７,０００円と定める。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

                 平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １７０ページをお願いします。 

  この会計につきましては、平成２０年４月から、老人保健医療制度が後期高齢者医療

制度に移ったことにより、平成１９年度診療分の高額医療の再審査部についての事務処

理を平成２２年度まで行うことになっております。それに伴い、歳入歳出それぞれ１億

７,０４２万３,０００円の減額になっております。 

以上で、平成２１年度老人保健事業特別会計予算の説明とさせていただきます。 
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続いて、１７５ページをお願いします。 

議案第３８号 平成２１年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算 

 平成２１年度紀美野町の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

   第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億４,８０５万７,０００円と

定める。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

                 平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １８０ページをお願いします。 

  ２の歳入でございます。 

１款、保険料、１目、後期高齢者医療保険料、本年度、９,４４２万円、対前年度比

で１,０１４万８,０００円の減額でございます。これは対象人口の減によるものでござ

います。 

３款、繰入金、１目、一般会計繰入金、２億５,３６３万１,０００円、対前年度比で

２,９５０万３,０００円の増額になっております。これは県の負担金と町からの負担金

を合わせて、一般会計からの繰入ということになっております。 

１８２ページをお願いいたします。 

３の歳出で、１款、総務費、１目、一般管理費、１,７６８万４,０００円で３５万円

の増額でございます。主なものにつきましては、職員の人件費と役務費で、７月改定分

の郵便料が主なものでございます。 

次のページをお願いします。 

２款、後期高齢者医療広域連合納付金、１目、後期高齢者医療広域連合納付金、３億

２,８０５万７,０００円、対前年度比で１,９１２万８,０００円の増額でございます。

これについては保険料と一般会計繰入金のうち、町単独事務費と職員給与費を除く分を

繰入金を合わせて納付金として出すものでございます。 

以上が、平成２１年度の後期高齢者医療特別会計予算の説明であります。 

以上で、私の説明とさせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

（住民課長 中尾隆司君 降壇） 
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◎日程第４２ 議案第３９号 平成２１年度紀美野町介護保険事業特別会計予算について 

○議長（美野勝男君）    日程第４２、議案第３９号、平成２１年度紀美野町介護保

険事業特別会計予算についてを議題とします。 

  説明を願います。 

  保健福祉課長、井上君。 

（保健福祉課長 井上  章君 登壇） 

○保健福祉課長（井上 章君）    予算書の１８９ページをお開きください。 

  議案第３９号 平成２１年度紀美野町介護保険事業特別会計予算 

平成２１年度紀美野町の介護保険業特別会計の予算は次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

   第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１４億８９２万円と定める。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

 （歳出予算の流用） 

   第２条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

    （１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一

款内でのこれらの経費の各項間の流用 

   （２）各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた

場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

                 平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、予算書の１９４ページをお願いいたします。 

  歳入でございます。 

  １款、介護保険料、１目、第１号被保険者保険料でございます。２億１,１３１万７,

０００円でございます。介護給付費の２０％に相当するものでございます。 

  ２款、使用料及び手数料は証明手数料と督促手数料の課目設定でございます。 

  ３款、国庫支出金、１目、介護給付費負担金では２億３,８８１万４,０００円でござ

います。介護給付費の国の負担分、２０％でございます。ただし、施設分につきまして

は１５％でございます。 

  ２項、国庫補助金、１目、調整交付金については１億４,０１７万７,０００円でござ
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います。介護給付費の１０.４２％を見込んでおります。 

  ２目、地域支援事業交付金は２６７万８,０００円でございます。介護予防事業の国

庫負担分を見込んでおります。 

  ３目、地域支援事業交付金（包括的支援事業・任意事業）は７７３万３,０００円で

ございます。包括的支援、あるいは任意事業の国庫負担分でございます。 

  １９５ページ、第４款、支払基金交付金、１目、介護給付費交付金では４億３５８万

１,０００円、これにつきましては２号被保険者からの交付金で、介護給付費の３０％

分に当たるものでございます。 

  ２目、地域支援事業交付金では３２１万４,０００円、介護予防費の支払基金の負担

分でございます。 

  ５款、県支出金、１項、県負担金、１目、介護給付費負担金、１億９,８３９万９,０

００円は、介護給付費の１２.５％、施設サービス分については１７.５％分となります。 

  ２項、県補助金、１目、地域支援事業交付金（介護予防事業）では１３３万９,００

０円でございます。これも介護予防分の県負担分を見込んでおるところでございます。 

  ２目、地域支援事業交付金（包括的支援事業・任意事業）で３８６万６,０００円で

す。これも包括的支援、あるいは任意事業の県負担分でございます。 

  また、１枚めくっていただきまして１９６ページ、第６款、繰入金でございます。 

  １目、介護給付費、一般会計の繰入金ですが、介護給付費繰入金として１億６,８１

５万８,０００円、介護給付費の１２.５％に相当する分でございます。 

  ２目、地域支援事業繰入金（介護予防事業費）では１３３万９,０００円、介護予防

分の一般会計の繰入の分でございます。 

  ３目、地域支援事業繰入金（包括的支援事業・任意事業）ということで３８６万６,

０００円、これも包括的支援、あるいは任意事業の一般会計の繰入分でございます。 

  ４目、事務費繰入金は１,３８９万３,０００円、事務費の一般会計の負担金でござい

ます。 

  ２項、基金繰入金ということで、新しく１目、介護従事者処遇改善臨時特例基金から

の繰入ということで計上しております。４９２万８,０００円は特例基金からの繰入れ

ということで新しく数字が組まれております。 

  ７款、繰入金については課目設定となっております。 

  １９７ページ、第８款、諸収入、１項、１目、過料につきましては、課目設定でござ
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います。 

  ２項、１目、滞納処分費、２目、第三者納付金、３目、返納金については課目設定で

ございます。 

  ４目、雑入で５６１万１,０００円は、介護予防計画作成の報酬分が主なものでござ

います。 

  ９款、町債につきましては廃目整理となっております。 

  １枚めくっていただきまして、１９８ページ、歳出でございます。 

  １款、１目、一般管理費ということで、介護予防支援業務委託料、４８０万円と電算

システムの使用料が主な経費でございます。総額では６７９万８,０００円となってご

ざいます。 

  ２項、１目、賦課徴収費では１６７万６,０００円でございます。賦課徴収に係る経

費に要する経費でございます。 

  次の１９９ページをお願いします。 

  ３項、１目、介護認定審査会費、４５２万３,０００円は、１合議体５人の４合議体

による認定審査会委員の報酬が主な経費でございます。 

  ２目、認定調査費等では５４８万６,０００円、認定調査に要する経費で、主治医の

意見書の作成費が主な経費でございます。４２０万円でございます。 

  ２００ページをお願いします。 

  １款、４項、１目、地域密着型サービス運営委員会費でございます。この経費につき

ましては、委員の報酬のみでございます。 

  ２款、保険給付費、１項、介護サービス等諸費、この各目につきましては介護サービ

ス給付に要する経費でございます。それぞれ１目から６目までございます。 

  ２０１ページでございます。 

  ２項、介護予防サービス等諸費、この各項目につきましても、介護予防サービス給付

に要する経費でございます。要支援１、要支援２の方に介護予防サービスを行う経費と

いうことで計上させていただいております。 

  ２０２ページをお願いします。 

  ３項、その他諸費、１目、審査支払手数料で１８３万６,０００円でございます。こ

れは国保連合会への審査支払手数料でございます。 

  ４項、１目、高額介護サービス費については３,１００万円でございます。それぞれ
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所得に応じ、利用者負担分が上限を超えた給付費を負担するものでございます。 

  ５項、高額医療合算介護サービス等諸費、各目については、医療と介護の自己負担分

を合算しまして、その上限を超えた給付費を負担するものでございます。 

  ２０３ページをお願いします。 

  ６項、特定入所者介護サービス等費、各目につきましては、まず、１目、９,０００

万円、特定入所者介護サービス費、２目、特定入所者介護予防サービス等費で３万円計

上させていただいておりますが、所得によりまして居住費や食事が減額され、その減額

分を負担するものでございます。 

  ３款、地域支援事業費につきましては、６５歳以上の高齢者に対して介護予防事業を

行うものでございます。 

１項、１目、介護予防特定高齢者施策事業費、３６０万２,０００円については、生

活機能評価委託料が主な経費でございます。 

  ２目、介護予防一般高齢者施策事業費、７１１万１,０００円については、職員１名

分の人件費と報償費が主な経費となっています。 

  １枚めくっていただきまして、２０４ページ、２項、１目、介護予防ケアマネジメン

ト事業費については３万４,０００円、これは特定高齢者介護予防プラン作成等の経費

でございます。 

  ２項、２目、任意事業については５０２万７,０００円、介護用品支給、紙おむつ等

でございますが、主な経費でございます。 

  ３目、総合相談事業費については５３９万７,０００円計上させていただいておりま

す。職員１名の人件費が主なものでございます。 

  ４目、権利擁護事業費では４７万９,０００円、成年後見制度の経費が主なものでご

ざいます。 

  ５目、包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費については８３９万５,０００円

計上させていただいております。職員１名分の人件費と研修に要する経費が主なもので

ございます。 

  １枚めくっていただきまして、２０６ページの中段からのところですが、４款、予備

費については１００万円を計上させていただいております。 

  ５款、諸支出金は、返還金の課目設定と保険料の払戻金、５万円を計上させていただ

いております。 
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  ２０７ページ、６款、公債費では、財政安定化基金償還金を計上させていただいてお

ります。１,４０４万５,０００円です。 

  ７款、財政安定化基金拠出金につきましては廃目整理でございます。 

  以上、説明とさせていただきます。 

  どうかよろしくお願い申し上げます。 

（保健福祉課長 井上  章君 降壇） 

◎日程第４３ 議案第４０号 平成２１年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会 

              計予算について 

○議長（美野勝男君）    日程第４３、議案第４０号、平成２１年度紀美野町のかみ

ふれあい公園運営事業特別会計予算についてを議題とします。 

  説明を願います。 

  産業課長、増谷君。 

（産業課長 増谷守哉君 登壇） 

○産業課長（増谷守哉君）    それでは、議案書の２１３ページをご覧ください。 

  議案第４０号 平成２１年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計予算 

平成２１年度紀美野町ののかみふれあい公園運営事業特別会計の予算は次に定めると

ころによる。 

 （歳入歳出予算） 

   第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ５,１３４万円と定める。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

                 平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、２１８ページをお開きください。 

歳入よりご説明申し上げます。 

１款、１項、使用料、そのうち１目、観光施設等使用料、これは公園のオートキャン

プ場、パークゴルフ場、バーベキューサイト等の使用料の売上げでございます。 

２目、農林業施設使用料、これは公園のふれあい館の中の農林産物等の販売コーナー、

それから、食材供給コーナーの施設の使用料でございます。 

２款、１目、利子及び配当金でございます。これは、ふれあい公園の運営事業財政調

整基金の預金利子でございます。 
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３款、繰越金、これは財政調整基金からの繰入金でございます。 

４款、繰越金、これは平成２０年度の特別会計からの繰越金でございます。 

５款、１目、施設管理受託事業収入でございます。これは、ふれあい公園の隣の県の

施設、動物愛護センターの清掃業務を町が受託しておりますので、その収入、それと動

物愛護センターとふれあい公園の共有である上水道の受水槽の管理のための負担金を県

からいただいております。その合算額となります。 

  ２項、雑入、これは公園の公衆電話収入と公園内に置いております自動販売機の設置

料、それとごみの袋を販売しておりますので、その収入となってございます。 

  ２２０ページをご覧ください。 

  歳出でございます。 

  １款、１項、１目、一般管理費でございます。２節、給料、３節、職員手当等、これ

につきましては、町の一般職の１名に係る人件費でございます。 

  ４節、共済費、これにつきましては町の一般職員１名、それと、ふれあい公園で雇用

しております臨時職員８名に係る社会保険料でございます。 

  ７節、賃金、これは、ふれあい公園で雇用しております職員８名の人件費でございま

す。 

  ９節、旅費、これにつきましては職員の研修等の旅費であります。 

  １１節、需用費、このうちの消耗品費、これにつきましては公園で使用します清掃用

の洗剤、またトイレの用品、それから、パークゴルフ場に置いておりますペン、カード

ブック等々の消耗品代でございます。 

印刷製本費、これは公園のリーフレットの印刷費でございます。電気料、水道料、修

繕費は公園の運営に係るものでございます。 

  １２節、役務費、これは公園の電話料、広告料、浄化槽の清掃手数料等でございます。 

  １３節、委託料、この中の主なものを上げますと、施設の警備費としまして３５６万

６,０００円、県の動物愛護センター、それから、ふれあい公園の清掃維持管理費とし

ての委託料、９２４万円、パークゴルフ場、芝生広場、オートキャンプ場の芝生全体の

合計の面積が３万９,０００平米になりますが、その芝生の管理費として１,１３４万円、

これが主なものでございます。 

  １４節、使用料及び賃借料に当たりましては、公園管理事務所のファックスのリース

代となってございます。 
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  １６節、原材料費、これは公園施設の整備のための資材の材料でございます。 

  １８節、備品購入費、これにつきましては同じく施設の管理のための芝刈機、それと

草刈機の購入費でございます。 

  ２７節、公課費、これにつきましては、平成２０年度の売上げにかかってきます消費

税、それと公園に使用しております軽トラック２台分の車検の際の重量税でございます。 

  ２款、予備費といたしまして、１００万円を計上しております。 

  ３款、諸支出金、これにつきましては、財政調整基金への基金の預金利子を積み立て

るものでございます。 

  以上、説明とさせていただきます。 

よろしくお願い申し上げます。 

（産業課長 増谷守哉君 降壇） 

◎日程第４４ 議案第４１号 平成２１年度紀美野町農業集落排水事業特別会計予算につ

いて 

○議長（美野勝男君）    日程第４４、議案第４１号、平成２１年度紀美野町農業集

落排水事業特別会計予算についてを議題とします。 

  説明を願います。 

  建設課長、山本君。 

（建設課長 山本広幸君 登壇） 

○建設課長（山本広幸君）    議案書の２２７ページをお願いします。 

  議案第４１号 平成２１年度紀美野町農業集落排水事業特別会計予算 

平成２１年度紀美野町の農業集落排水事業特別会計の予算は次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

   第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ２,６０６万４,０００円と定める。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

                 平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ２３２ページをお願いします。 

  歳入です。 

  第１款、分担金及び負担金で加入者１件分の分担金、３５万円と新設工事の負担金、

３０万円を予算計上しております。 
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  第２款、使用料及び手数料、１目、施設使用料は、２００戸の生活排水の処理として

８５２万７,０００円を計上しております。 

  第３款、繰入金は一般会計より１,６７７万７,０００円をお願いしております。 

  第４款、繰越金は前年度よりの繰越金、１０万円を計上しております。 

  ２３３ページをお願いします。 

  歳出です。 

  第１款、総務費、１目、一般管理費で、町職員１名の人件費、５５２万８,０００円

と、施設管理費として１１節、需用費で、消耗品、電気、水道料、修繕料等で２３３万

９,０００円、１２節、役務費で、し尿汚泥汲取り・法定検査等で１７７万２,０００円、

また１３節、委託料として１６６万２,０００円を予算計上しております。 

  ２３４ページをお願いします。 

  第２款、公債費ですが、元金、利息を合わせて１,４１４万４,０００円となっており

ます。 

  第３款、予備費で３０万円です。 

  歳入歳出それぞれ２,６０６万４,０００円で、前年度より１６万８,０００円の増額

となっております。 

  以上、まことに簡単ではございますが、説明とさせていただきます。 

（建設課長 山本広幸君 降壇） 

◎日程第４５ 議案第４２号 平成２１年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計予算につ 

              いて 

◎日程第４６ 議案第４３号 平成２１年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計予算につ 

              いて 

◎日程第４７ 議案第４４号 平成２１年度紀美野町上水道事業会計予算について 

○議長（美野勝男君）    日程第４５、議案第４２号、平成２１年度紀美野町野上簡

易水道事業特別会計予算について、日程第４６、議案第４３号、平成２１年度紀美野町

美里簡易水道事業特別会計予算について及び日程第４７、議案第４４号、平成２１年度

紀美野町上水道事業会計予算についてを一括議題とします。 

説明を願います。 

  水道課長、三宅君。 

（水道課長 三宅敏和君 登壇） 
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○水道課長（三宅敏和君）    ２４１ページをお願いいたします。 

  議案第４２号 平成２１年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計予算 

平成２１年度紀美野町の野上簡易水道事業特別会計の予算は次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

   第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ４,３５７万９,０００円と定める。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

                 平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ２４６ページをお開き願います。 

  歳入でございます。 

  １款、使用料及び手数料、１目、水道使用料については、現年度分が４,０１９万９,

０００円、過年度分が５万円となっております。現年度分で前年度より１３９万９,０

００円増額となっておりますが、これは今議会で上程させていただいておりますが、本

年度から中田簡易水道施設が本町の施設として運営することとなったことによるもので

ございます。 

  １目、給水装置手数料として６,０００円、２款、分担金及び負担金、１目、給水分

担金として１０万５,０００円を見込んでございます。 

  ３款、繰入金、１目、一般会計繰入金が２０５万８,０００円でございます。これは

平成１８年度から平成２０年度の３カ年間に実施いたしました河北志賀野簡易水道統合

工事に伴う起債償還金のうち交付税措置分でございます。 

  続きまして、４款、諸収入、１目、雑入、６万１,０００円につきましては、主に水

道部品売却費でございます。前年度と比較しまして６４０万円の減額となっております

けれども、主な理由は、昨年度、河北志賀野簡易水道統合工事において、消火栓設置工

事負担金として１６基分、６４０万円の予算を計上していましたけれども、これがすべ

て完成したためでございます。 

  ５款、繰越金、１１０万円を見込んでございます。前年度と比較しますと、繰越金、

５４４万円の減額となっておりますが、主な理由は、施設の老朽化に伴う修繕が大きく

なったこと及び統合工事に伴う起債の償還額が大きくなったことなどによる減額予算と

なったものでございます。 

  ６款、県支出金としての簡易水道施設整備費補助金及び７款、町債の簡易水道が、い
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ずれも本年度ゼロとなっておりますが、これは先ほども申しましたとおり、河北志賀野

簡易水道統合工事が平成２０年度で完成したためでございます。 

  続きまして、２４８ページをお願いいたします。 

  歳出でございます。 

  １款、衛生費、１項、簡易水道費、１目、一般管理費ですが、主なもののみ説明させ

ていただきます。 

  ２節、給料が２９２万４,０００円となっておりますが、１名分でございます。 

  ３節、職員手当等、１８９万３,０００円、４節、共済費、６７万４,０００円につき

ましては、説明欄に列記のとおりでございます。 

  １１節、需用費、１,２７４万７,０００円でありますが、各水道施設の電気料、１,

２４３万２,０００円が主なものでございます。 

  続きまして、１２節、役務費が１７９万２,０００円となっております。このうち通

信運搬費が７３万６,０００円となっておりますが、これは河北並びに河南浄水場及び

中継所のテレメータ占用料でございます。そして賠償保険料、８０万９,０００円につ

きましては水道機械損害保証保険でございます。 

  １３節、委託料、５４６万８,０００円でありますが、主なものは水質検査委託料に

２１３万円及びメーターの検針委託料、１１９万７,０００円でございます。 

  １４節、使用料及び賃借料、１８９万１,０００円でありますが、水道施設の借地料、

１５７万９,０００円が主なものでございます。 

  ２７節、公課費、９,０００円につきましては、軽自動車１台分の重量税でございま

す。 

  続きまして、２目、作業費、３節、職員手当が４８万６，０００円、１１節、需用費

が９４５万８,０００円でありますが、このうち修繕料として８５５万円を計上してお

りますが、主なものは施設の老朽化に伴いまして漏水修理及び電気機器関係修理、そし

て減圧弁関係の修理点検を行うものでございます。 

  １６節、原材料費、２９万３,０００円でありますが、各種水道機械及び修繕費の材

料費でございます。 

  １８節、備品購入費が１万４,０００円、２２節、補償、補填及び賠償金で漏水等の

補償金として５万円を計上してございます。 

  ２款、公債費、１目、利子、２３節、償還金、利子及び割引料で長期債利子が４７５
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万円でございます。 

  ２５０ページをお願いをいたします。 

  ３款、予備費として５０万円を計上させていただきました。 

  恐れ入りますが、２５７ページをお開きを願います。 

  議案第４３号 平成２１年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計予算 

平成２１年度紀美野町の美里簡易水道事業特別会計の予算は次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

   第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１億１,６６５万５,０００円と定

める。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

                 平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  恐れ入りますが、２６２ページをお開き願います。 

  歳入でございます。 

  第１款、使用料及び手数料、１目、水道使用料については、現年度分が６,４４４万

円、過年度分が１,０００円となっております。 

２項、手数料、１目、給水装置手数料として３万円、２款、分担金及び負担金、１目、

給水分担金として３６万７,０００円を見込んでございます。 

  ３款、繰入金、１目、一般会計繰入金が４,４７６万７,０００円でありまして、昨年

度と比較しまして、３５９万３,０００円の減額でございます。 

  続きまして、４款、諸収入、１目、雑入が７０２万円でありまして、昨年度よりも２

４７万円の増額となっております。主な内容といたしましては、水道施設棄損事故賠償

金が２万円、そして毛原宮地内の国道３７０号、道路改築工事に伴う水道管移設工事補

償金が７００万円でございます。 

  ５款、繰越金が１万円でございます。 

続きまして、２６４ページをお願いします。 

歳出でございます。 

  １款、衛生費、１目、一般管理費、２節、給料ですが、一般職３名分で８７６万２,

０００円でございます。 

  ３節、職員手当等、６９８万９,０００円、４節、共済費、２０８万２,０００円につ
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きましては、説明欄に列記のとおりでございます。 

  １１節、需用費、９００万円でありますが、各水道施設の電気料、８６４万円が主な

ものでございます。 

  続きまして、１２節、役務費が２３０万３,０００円となっておりますが、このうち

通信運搬費が２０１万９,０００円となっておりますが、これは主にデジタル回線料並

びに各浄水場及び中継所のテレメータ占用料でございます。 

  続きまして、１３節、委託料、７８３万２,０００円でありますが、水質検査委託料

に２２７万１,０００円、メーターの検針委託料に２１１万７,０００円及び夜間等監視

委託料、２７１万２,０００円が主なものでございます。 

  １４節、使用料及び賃借料、１７２万４,０００円につきましては、水道料金システ

ムのシステムソフトの使用料でございます。 

  １９節、負担金補助及び交付金、１０万円につきましては、海南野上土地改良区への

負担金でございます。 

  ２３節、償還金利子及び割引料については、過誤納還付金として１万円を置かせてい

ただきました。 

  ２７節、公課費、２３０万９,０００円につきましては、平成２０年度課税期間分の

地方税及び地方消費税の納付税額、２３０万円が主なものでございます。 

  続きまして、２目、作業費でありますが、３節、職員手当等に１２万６,０００円と

なっておりますが、これは職員の時間外勤務手当でございます。 

続きまして、１１節、需用費、６１７万３,０００円でありますが、主なものは修繕

料が５００万円でありまして、漏水修理並びに各施設の維持補修費でございます。 

１３節、委託料、４５万円につきましては、各水道施設内の雑草等刈取委託料でござ

います。 

次のページをお願いいたします。 

１５節、工事請負費、７００万円につきましては、歳入の方で説明させていただきま

した毛原宮地内の国道３７０号道路改良工事に伴う水道管移設補償工事でございます。 

１６節、原材料費、２００万円につきましては、昨年度予算と比較して１２８万円の

増額となっております。これは毛原及び長谷宮浄水場のろ過池の砂入れかえに伴う砂購

入費に１５０万円かかるものでございます。このほか水道メーター機や漏水時の各種水

道管を購入するものでございます。 
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  ２款、公債費、１目、元金、２３節、償還金、利子及び割引料、３,６２２万４,００

０円につきましては、長期債元金でございます。 

  ２目、利子、２３節、長期債利子、２,２９４万９,０００円につきましては、長期債

償還利子でございます。 

  続きまして、３款、予備費が６０万円でございます。 

  恐れ入りますけれども、２７３ページをお開き願います。 

  議案第４４号 平成２１年度紀美野町上水道事業会計予算 

総則、第１条、平成２１年度紀美野町上水道事業会計の予算は、次に定めるところに

よる。 

  業務の予定量、第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

  （１）給水栓数、２,５７０栓。 

  （２）年間給水量、６９万４,０００立米。 

  （３）１日平均給水量、１,９０１立米。 

  収益的収入及び支出、第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおり定める。 

  収入。 

  第８款 水道事業収益、１億２,００９万円。 

第１項、営業収益、１億１,７９５万円。 

第２項、営業外収益、２１４万円。 

  支出。 

  第９款、水道事業費用、１億２,００９万円。 

第１項、営業費用、１億７９９万円。 

第２項、営業外費用、１,１４７万９,０００円。 

第４項、予備費、６２万１,０００円。 

  資本的収入及び支出、第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

  資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額、５,４６２万４,０００円は、当年度

分損益勘定留保資金、２,５０８万円、建設改良積立金、２,７３９万９,０００円及び

当年度分消費税資本的収支調整額、２１４万５,０００円で補填するものとする。 

  収入。 

  第１０款、資本的収入が９５０万円。 

  支出。 
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  第１１款、資本的支出、６,４１２万４,０００円。 

  第１項、建設改良費、５,５００万円。 

  第２項、企業債償還金が９１２万４,０００円。 

  一時借入金、第５条、一時借入金の限度額は５,０００万円と定める。 

  議会の議決を経なければ流用することができない経費、第６条、次に掲げる経費につ

いては、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその

経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

 （１）職員給与費  ４,３１１万３,０００円。 

  利益剰余金の処分、第７条、繰越利益剰余金のうち、２,７３９万９,０００円は次の

とおり処分するものと定める。 

 （１）建設改良積立金、２,７３９万９,０００円。 

  たな卸資産購入限度額、第８条、たな卸資産の購入限度額は３３６万２,０００円と

定める。 

  平成２１年３月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

 ２７７ページをお開きいただきたいと思います。 

 平成２１年度紀美野町上水道事業会計予算実施計画明細書。 

  収益的収入及び支出でございます。 

  ８款、水道事業収益が１億２,００９万円でございます。 

内訳といたしまして、１項、営業収益、１目、給水収益、１節、水道料金が１億１,

７３８万４,０００円でございます。 

  ２目、受託工事収益、１節、新設工事収益が１,０００円でございます。 

  ３目、その他営業収益、１節、材料売却収益が４１万４,０００円、２節、手数料が

４万１,０００円、３節、他会計負担金が１０万円、４節、雑収益が１万円でございま

す。 

  続きまして、２項、営業外収益、１目、受取利息及び配当金、１節、預金利息が４４

万円、３目、雑収益、１節、工事負担金が８４万円、２節、その他雑収益が８６万円。

それぞれの内容につきましては備考欄に列記のとおりでございます。 

  次に、支出でございます。主なもののみ説明させていただきます。 

  ９款、水道事業費用が１億２,００９万円でございます。 

内訳といたしまして、１項、営業費用、１目、原水及び浄水費では、３１節の修繕費
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が３１万円でありますが、これは、ろ過池の清掃代やポンプ等の補修でございます。 

  ３３節、動力費が９３６万円でございますが、これは取水送水ポンプ動力費と浄水場

内の電気料金でございます。 

  ４１節、委託料が７４万３,０００円でありますが、これは水質検査や検便費用でご

ざいます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ４２節、賃借料が３０１万５,０００円であります。これは浄水場借地料並びに取水

料でございます。 

  続きまして、２目、配水及び給水費でありますが、職員２名の給料及び手当等に１,

７５９万４,０００円を計上してございます。 

  ３１節、修繕費、２４５万円につきましては、漏水修理とメーター機器等の補修費で

ございます。 

  ３３節、動力費、１２６万円につきましては、樫河、動木、小畑に設置していますポ

ンプの電気料でございます。 

  ３５節、材料費、１４１万１,０００円につきましては、補修用の材料費でございま

す。 

  ４１節、委託料、３９３万８,０００円につきましては、検針委託や電気保安管理委

託料等でございます。 

  続きまして、４目、業務及び総係費でありますが、職員３名の給料及び手当等に２,

５５１万９,０００円を計上してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  主なものといたしましては、２４節、保険料、１１８万８,０００円につきましては、

公用車及び施設保険料でございます。 

  ４１節、委託料、９３１万円につきましては、水道料金徴収委託料及び警備委託料で

ございます。 

  ４２節、賃借料、１６７万１,０００円につきましては、複写機及び財務システムリ

ース等の費用でございます。 

  続きまして、５目、減価償却費、１節、有形固定資産減価償却費が２,５０８万１,０

００円でありますが、内訳につきましては備考欄に記載のとおり、建物、構築物、機械

及び装備、車両運搬費、工具器具及び備品でございます。 
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  ６目、資産消耗費、３１万円につきましては、１節、固定資産除却費が３０万円及び

２節、たな卸資産消耗費が１万円でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ２項、営業費用、１目、支払利息、６６３万３,０００円につきましては、１節、企

業債利息として長期企業債利息、６５３万３,０００円及び２節、借入金利息、１０万

円でございます。 

  ３目、雑支出、２節、その他雑支出、８０万円につきましては、消火栓設置替工事、

２基分でございます。 

  ４目、消費税につきましては４０４万６,０００円でございます。 

  続きまして、４項、予備費につきましては、６２万１,０００円をお願いするもので

ございます。 

  次に、資本的収入及び支出でございます。 

  まず、収入でございますが、１０款、資本的収入、１目、工事負担金、９５０万円に

つきましては、町建設課の補償工事として、町道平中通り２号線の送配水管布設がえ工

事の費用分でございます。 

  続きまして、支出でございます。 

  １１節、資本的支出、１項、建設改良費が５,５００万円でございます。 

内容につきましては備考欄に列記のとおりでありますが、まず、県道奥佐々阪井線の

小畑地内において、配水管布設工事として、延長６８０メートルを１,５００万円で施

工するものでございます。 

次は同じく、県道奥佐々阪井線の下佐々地内において、配水管布設工事として、延長

１４０メートルを３００万円で施工するものでございます。 

次も同じく、県道奥佐々阪井線の吉野小畑地区において、配水管布設工事として、延

長７００メートルを２,５００万円で施工するものでございます。 

続きまして、小畑地内の町道森の坪線において、配水管布設工事として、延長１００

メートルを２５０万円で施工するものでございます。 

続きまして、町建設課の補償工事でありますが、動木地内の町道平中通り２号線にお

いて配水管布設がえ工事として延長２００メートルを９５０万円で施工するものでござ

います。 

  続きまして、２項、企業債償還金につきましては９１２万４,０００円でございます。 
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  あとのページにつきましては、平成２１年度の資金計画及び平成２０年度の予定損益

計算書、予定貸借対照表及び企業債明細書となっておりますけれども、後ほどご精読を

いただきたいと思います。 

  以上、よろしくご審議をいただきまして、原案どおりご可決賜りますようお願いを申

し上げます。 

（水道課長 三宅敏和君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 散 会 

○議長（美野勝男君）    本日はこれで散会します。 

なお、４時４０分から全員協議会を開催したいと思います。 

会議室にお集まりください。 

（午後 ４時２４分） 


